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鞘
費
猪
1
5
名
が
消
費
物
資
の
試
し
買
い

　
市
及
び
県
計
量
検
定
所
は
、
計
量

思
想
普
及
推
進
強
化
月
間
の
行
事
と

し
て
、
去
る
六
月
二
十
．
』
日
、
商
工

会
議
所
で
、
消
費
者
代
表
十
五
名
を
，

招
き
、
消
費
物
資
の
試
し
買
い
を
行

い
ま
し
た
。

4
し
こ
い
消
費
者
⑯

も　
　
ト
マ
ト
と

　
　
　
　
そ
の
加
工
品

ジ
ト
W
肱
議
大
し
た

e
こ
と
は
あ
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
が
各
種
の
ビ
タ
ミ
ン

ら
寄
紛

⇔
雛
響
端

ぞ
汐
灸
鎌
⑲

　
こ
の
試
し
買
い
は
、
十
五
名
の
消

費
者
が
五
グ
ル
㌧
フ
に
分
か
れ
て
、

本
町
一
丁
、
．
∵
四
、
高
田
町
、
駅
通

り
の
小
売
店
で
買
い
求
め
た
食
肉
、

食
肉
加
工
品
、
魚
貝
類
加
工
品
、
菓

子
、
緑
茶
、
青
果
物
の
六
品
目
に
つ

い
て
県
計
量
検
定
所
員
立
ち
合
い
で
、

商
品
の
量
目
が
正
し
い
か
ど
う
か
検

定
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
検
定
結
果
で
は
、
試
し
買

い
五
十
三
品
の
う
ち
二
十
一
％
に
あ

た
る
十
一
品
が
量
目
超
過
、
八
％
に

あ
た
る
四
品
が
量
目
不
足
と
な
り
ま

し
た
。

　
検
定
後
、
業
界
代
表
十
名
を
含
め

た
座
談
会
も
行
わ
れ
、
活
発
な
感
想

意
見
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
．

一
分
間
の
黙
と
う
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
～
交
通
安
全
県
宣
言
記
念
日
～

　
例
年
七
月
十
日
と
さ
れ
て
い
る
交

通
安
全
県
宣
言
記
念
日
を
、
今
年
に

限
り
七
月
二
十
日
と
し
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
い
新
潟
県
づ
く
り
を
目

ざ
し
た
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
、
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
、
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
七
月
二
十
日
は
、
各
事
業
所
、

関
係
機
関
、
団
体
の
積
極
的
な
参
加

に
よ
り
、
通
勤
通
学
時
に
街
頭
指
導

を
実
施
し
地
域
住
民
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
る
．

　
■
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の
冥

福
を
祈
り
、
あ
わ
せ
て
交
通
事
故
防

止
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
、
七
月
二
十

日
の
午
後
一
時
よ
り
、
県
下
い
っ
せ

い
に
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
上
村
良
平
（
土
市
第
三
）
　
一

万
五
百
三
十
円
　
▽
蕪
木
錬
一
郎

（
四
日
町
新
田
第
四
）
　
五
百
八
十
円

▽
小
林
賢
秀
（
川
原
町
）
　
十
万
円

▽
農
協
福
祉
会
館
　
五
千
百
二
円

▽
庭
野
宏
平
（
江
道
）
三
万
円
（
香

典
返
し
）
　
▽
地
方
卸
売
市
場
、
十

日
町
魚
市
場
　
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

に
魚
料
理
サ
ー
ビ
ス
　
▽
組
ひ
も
の

会
　
老
人
い
こ
い
の
家
の
こ
た
つ
ぶ

と
ん
三
組
丸
洗
奉
仕

　
δ
し
！

戸
吻
函
を
p
5

　
5
ε
む
3
ε
k

　
出
し
Z
？
ー
と
－

球
き
き

’77婦人講座

　　つまりに生きる
　　　　　　おんなの歴史をさぐるノ

　今年は、私たちの身近にいる方で、ひたむきに生き
てこられた人などから、講座参加蓄がいろいろな話を
闘き出し、この複雑化した社会の中で生きるおんなに
とって、それをどうとらえ、どう生きたらよいのか一
　いろんな人の生き万を知ることによって自分自身の
生きる万向を考えてみたいと思います。
　どうぞ、あなたも仲閲をさそっておいでください。

　期日／7月～竹月（月2回第り・．3火擢臼）
　臆間／夜フ9寺～9時　会揚／市公民館
　第維薗は7月19臼（火）
　　～講座をはじめるにあたって話し合いなど
1〈申し込み〉

　　◆関心のある万ならどなたでも結構です。
　　俺希望者は申込雷（公民館にあり）に連絡用ハガキ
　　　（4枚）を添えて公民館婦人講座係へ申し込んで

　　　ください。

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
七
月
二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
小
泉
の
一
部
・
樽
沢
・
北

鐙
坂
（
上
ノ
山
）
　
▽
七
月
二
十
二

日
團
　
午
前
八
時
～
正
午
ま
で
　
上

新
田
・
板
橋
・
廿
日
城
・
岩
野
・
原

行
寺
・
山
際
・
反
目
・
桑
原
・
為
永

山
根
・
蟹
沢
・
野
田
・
仙
ノ
山
．
貝

・
町

顧
膨

膨
、

翻
ボ

ロ　　　　　ハ　　　 もノ　　リバツザ　
　

　　ラクイ　
21，

　　　　　ノ　　　雛撃

　　響い

つ
ゆ
は
去
ぞ
も
、

b
ヒ
嘩

残
5
・
－
つ
・
，
，

覧，‘灘

　　　　　　　　　　学卒就職者激励のっどい

　　　　　　　　　　新潟県及び十日町地区雇用協議会（春

　　　　　　　　　日由三会長）では、去る6月29日、商工

　　　　　　　　　福祉会館4階ホールで「学卒就職者激

　誓
　　　　　　　　　励のつどい」を開催。

　　　　　　　　　　この春、十日町地区に就職ざれた177

　　　懸轡．焔の若者奮瀞大助教授吉川弘氏の講
　　　　　　　　　演やアトフクンヨンの音楽演奏などで
」轟轟鴛励ましました．

／世帯数…l　I、952／面積…2”・44k㎡（6月1日現在）

ノ
川
・
新
保
・
水
口
・
漉
野
・
平
・

戸
渡
・
二
子
・
下
り
木
・
願
入
・
塩

野
　
▽
七
月
二
十
二
日
囲
　
午
後
一

時
半
～
午
後
四
時
半
ま
で
　
安
養
寺

伊
達
の
一
部
▽
七
月
二
十
五
日
但

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
珠
川

…
ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

…
◆
6
月
末
日
ま
で
の
受
付
分

、

（
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格
…

…
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
上
台

中
　
　
古

不
　
明

バ
イ
ク
　
一
台
50

㏄
中
古

一
万
円
皿

ラ
γ
プ
電
舌
ン
ジ
新
　
　
品

五
万
円

オ
ル
ガ
ン
ニ
台
中
　
　
古

芳
円
…

皿
乾
　
燥
　
機
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
用

二
万
五
千
円

二
人
乗
り
用
乳
母
車

中
　
　
古

不
明
㎜

…
食
堂
用
幼
児
イ
ス
（
赤
）

不
　
明

直
径
⑳
㎝
位
の
鉄
な
べ

不
明
…

随雌上、厨㌧i灘藍ム
■市勢／人口・一50，378人（男24，623人・女25，755人）
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わたくしたちの市にも

目 o日

目
4

　
校牌

邑覇
□

駅　　　　□
　　　　　　　　　　越後交通

　昭和訂　　　　　　十日町シルク

⊂二⊃o　　□
　　　　　　国道旧号線

図
、

十日町市博物館の完成予想図

オ
ー
プ
ン
は

　
　
　
　
来
年
の
秋
（
予
定
）

　
市
で
は
現
在
、
郷
L
の
長
い
歴
史

を
物
語
る
貴
重
な
資
料
や
、
急
速
に

失
わ
れ
て
ゆ
く
文
化
財
を
守
り
、
保

存
し
て
後
の
世
に
伝
え
、
あ
わ
せ
て

市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
の
施

設
で
あ
る
、
博
物
館
の
建
設
を
す
す

め
て
い
ま
す
，

　
建
物
は
高
床
式
鉄
筋
一
部
二
階
建

て
で
、
総
面
積
は
約
一
六
五
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
（
約
五
〇
〇
坪
）
。
上
記
の

イ
ラ
ス
ト
は
博
物
館
の
完
成
予
想
図

で
す
、
建
設
地
は
西
小
学
校
手
前
で
、

あ
の
古
墳
時
代
か
ら
竪
安
時
代
に
か

け
て
の
大
集
落
が
発
見
さ
れ
た
、
馬

場
上
遺
跡
の
あ
っ
た
台
地
の
上
で
す
。

す
で
に
文
化
財
収
蔵
庫
が
完
成
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
ぞ
ん
じ
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
建
物
の
完
成
は
来
年
三
月
末
。
開

館
は
来
年
の
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

博
物
館
は
み
ん
な
の
も
の

　
と
こ
ろ
で
、
博
物
館
に
つ
い
て
は

一
般
的
に
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
も
の

や
古
い
も
の
を
集
め
て
お
く
所
．
と

い
っ
た
程
度
の
認
識
し
か
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
博
物
館

と
い
う
こ
と
ば
自
体
、
「
博
物
館
ゆ
き
」

と
か
「
博
物
館
的
存
在
」
と
か
い
う

　
　
　
　
　
　
ゆ

表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
さ

く
て
役
に
た
た
な
い
も
の
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
博
物
館
の
こ
と
を
英
語

で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ド
イ
ツ
語
で

は
ム
ゼ
ウ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ム

ジ
ー
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
人
間
の
知
的
活
動
を
つ
か
さ
ど
る

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
の
女
神
、
ミ
ユ

ー
ズ
か
ら
出
て
い
る
こ
と
ば
’
、
曳
す
。

す
な
わ
ち
博
物
館
は
、
学
問
や
芸
術

の
神
の
殿
堂
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
，

　
戦
後
、
世
界
的
に
博
物
館
は
「
実

物
教
育
の
場
」
で
あ
り
、
「
知
識
と
体

験
の
場
」
て
あ
る
と
し
て
そ
の
存
在

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
，
プ
さ
れ
て
き
ま
し

た
　
そ
し
て
、
「
民
衆
の
大
学
」
と
し

て
近
年
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

高
く
評
価
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
．

　
博
物
館
の
仕
事

　
日
本
に
お
い
て
も
昭
和
二
卜
六
年

に
博
物
館
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第

二
条
に
「
博
物
館
と
は
、
歴
史
、

芸
術
、
民
俗
、
産
業
、
自
然
科
学
等

に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
（
育

成
）
し
、
展
示
し
て
教
育
的
配
慮
の

ド
に
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ

の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事

業
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
資
料

に
関
す
る
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
機
関
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
簡
単
に
い
え
ば
、
も
の
で

あ
る
資
料
を
あ
る
場
所
に
集
め
保
管

し
、
調
査
・
研
究
し
た
資
料
を
展
示

し
て
人
に
見
せ
る
こ
と
を
中
ら
と
し

た
教
育
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．
つ
ま
り
博
物
館
は
、

　
H
集
収
・
保
存
　
口
調
査
・
研
究

　
日
展
示
を
中
心
と
し
た
教
育
普
及

　
　
活
動

　
と
い
う
一
．
一
つ
の
機
能
を
持
っ
て
は

じ
め
て
正
し
い
博
物
館
と
い
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

／

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
あ
わ
せ
て
博
物

館
活
動
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
博
物

館
活
動
は
広
い
意
味
で
教
育
活
動
で

も
あ
り
ま
す
。
博
物
館
は
、
実
物
（
ま

　
　
　
　
　
　
璽
汐

　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　誇　　」　　　　　　　　配　　　　　　犀　　　　　　定　i

　　　　　　　　P　　　　　　　　⊇
　　　　　　『湘｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　ツム（上は近年のもの、下は豪良時代のもの織物見本帳

た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
）
を
見

せ
、
あ
る
い
は
触
れ
さ
せ
て
、
発
見

さ
せ
、
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
教
育
の
原
点
と
も
い
え

る
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
読
書
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
、
教
科
書
に
よ

る
学
校
教
育
な
ど
と
は
違
っ
た
博
物

館
独
自
の
方
法
で
す
。
つ
ま
り
、
自

分
の
目
、
耳
、
手
な
ど
で
確
か
め
る

こ
と
の
で
き
る
実
物
教
育
の
場
な
の

で
す
。
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
い
え

ば
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
の
よ

う
に
も
利
用
で
き
る
生
涯
教
育
の
場

と
も
い
え
ま
す
。

㎜
＋
日
町
市
鞭
駕

　
こ
う
し
た
一
般
的
定
義
に
立
っ
て

十
日
町
市
博
物
館
で
は
、
妻
有
地
方

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
財
や
、
産

業
、
歴
史
を
通
し
て
、
市
民
か
ら
郷

土
を
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

祖
先
の
は
ぐ
く
ん
で
き
た
文
化
を
愛

し
育
て
、
未
来
に
向
っ
て
郷
土
を
考

え
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
十
日
町
を
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
考
え
、
物
を
っ
う
じ
て
の

地
域
研
究
を
す
す
め
、
教
育
普
及
活

動
を
し
て
い
く
機
関
な
の
で
す
。

さ
て
、
そ
の
博
物
館
活
動
の
内
に

あ
っ
て
展
示
は
重
要
な
部
分
を
し
め

て
い
ま
す
。

十
日
町
市
博
物
館
で
は
『
雪
』
と

『
織
物
』
と
「
信
濃
川
』
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
妻
有
地
方
の
歴

史
、
織
物
と
人
々
の
く
ら
し
、
雪
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
な
ど
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
考
古
資
料
、
織
物
関

係
資
料
、
民
俗
資
料
な
ど
を
中
心
に

展
示
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
博
物
館
は
、
地
域
研
究

や
文
化
財
保
存
を
通
し
た
地
域
の
文

化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
利
用
者
に
対

す
る
知
的
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
、

さ
ら
に
は
市
民
の
教
養
の
場
・
余
暇

の
場
と
し
て
気
軽
に
ゆ
け
る
博
物
館

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。餐

二
ん
な
も
の
が
あ
な
た
の
家
に
眠
っ
τ
い
ま
せ
ん
か
！

　
　
　
　
　
～
あ
な
た
の
資
料
を
博
物
館
に
～

市
で
は
、
郷
土
の
か
け
が
い
の
な

い
文
化
財
や
資
料
を
永
久
に
保
存
し

て
市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
、

郷
土
資
料
の
収
集
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
収
蔵
物
も

か
な
り
の
数
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
貴
重
な
資
料
や
多
く
の

民
具
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
博
物
館
建
設
を
機
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
で
こ
れ
ら
を
博
物

館
資
料
と
し
、
よ
り
充
実
さ
せ
た
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
下
の
表
の

よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
寄

贈
、
ご
寄
託
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ご
寄
贈
、
、
こ
寄
託
下

さ
る
品
物
が
あ
れ
ば
、
点
数
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
お
宅
に
い
た
だ
き
に

あ
が
り
ま
す
。

文
化
財
収
蔵
庫
も

　
　
　
ご
活
用
下
さ
い
！

貴
重
な
も
の
で
寄
贈
で
き
な
い
も

の
に
は
寄
託
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。
文
化
財
収
蔵
康
で
文
化
財
を
火

災
・
盗
難
か
ら
守
り
永
久
に
保
存
い

た
し
ま
す
。

越後ちぢみの着物
イ
ザ
リ
バ
タ

①
雪
に
関
す
る
も
の
　
　
　
　
　
台
・
経
箸
・
お
さ
通
し
・
墨
付
へ

雪
の
履
物
（
雪
下
駄
・
ア
ク
ト
カ
　
ら
・
木
羽
定
木
・
あ
い
が
め
・
縮

ケ
・
ワ
ラ
グ
ツ
・
ス
ッ
ペ
・
毛
足
製
品
・
裂
見
本
帳
・
柄
見
本
帳
・

袋
等
）
雪
踏
の
履
物
（
ス
カ
リ
・
　
ド
ビ
ー
・
古
い
絹
織
物
（
透
綾
織

カ
ン
ジ
キ
・
ス
ッ
ポ
ン
等
）
か
ぶ
　
一
楽
・
風
通
・
組
織
・
壁
織
）
・

り
も
の
（
ワ
ラ
ボ
シ
・
シ
ュ
・
ボ
　
明
石
・
，
意
匠
白
生
地
・
銘
仙
等
。

シ
・
ズ
キ
ン
類
・
笠
類
）
そ
の
他
③
信
濃
川
に
関
す
る
も
の

腰
ミ
ノ
・
ワ
ラ
手
袋
等
。
　
　
　
　
舟
道
異
（
櫓
・
檀
・
い
か
り
・
と

②
繊
物
に
閤
す
る
も
の
　
　
　
　
も
づ
な
・
サ
オ
等
）
川
魚
を
と
る

苧
舟
・
苧
台
・
へ
そ
げ
・
つ
む
ざ
　
道
具
（
突
き
漁
具
・
釣
漁
具
・
ア

や
・
手
か
せ
・
竹
弓
・
ふ
く
べ
・
　
ミ
類
）
等
。
』

ま
い
わ
・
ぐ
る
・
お
っ
た
て
・
経
④
そ
の
他
古
文
書
・
古
記
録
等
。

　　　　　　　　開館が楽しみ

●
　　　　　　　　　雪と織物と信濃川をメーン

　　　　　　　　テーマとした、郷土色豊かな

　　　　　　　　博物館の建設が始まり、十日

　　　　　　　　町にまた一つ文化施設が誕生

　　　　　　　　することになりました。

大島伊一さん　　これは貴重な文化遺産の流

　（水野町）　　出を最少限に食い止めること

ができると共に、郷土の文化、産業、歴史をよ

り広く、深く理解して頂く施設として、その意

義はきわめて大きいものがあります。

　一方、博物館は展示と収蔵だけが目的ではな

く、研究や学習の機能を合わせ備えた教育施設

でもあり、市民の皆さんの積極的な参加、利用

を切に望むものです。　　　　　　　　　　　　一

　博物館の設置を熱望していた1人として、関

係諸氏に心から感謝申し上げると同時に、来秋

の開館を今から楽しみにしています．

難欝iOl
て、自分の生き方さえも見失　二瓶良子さん
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和町3）
いがち。

　でも今日よりすばらしい明日を夢みる市民の

願いとしては、博物館建設は1つの希望です。　　一

　私達の郷土は、長い歴史と伝統をうけつぎ今

日に至っております。妻有に生きていてよかっ

たと思い、遠い昔、この地で大らかな生活を営

んでいた先祖を思い、現在の自分を省みて「我

にかえる」。

　そうした静かな充実した時間が、博物館を1

っの手がかりとして、主婦にも持てたらいいな

あと思います。

　蛇足ながら、だんな衆が財宝をしまっておく

蔵でもー）くって、対外的な示威にするといった

ようなものではなく、地域住民が広く気軽に出

入りのできる博物館であることを望みます。

㊦
　　　　　　　　市民の間に定着を

　　　　　　　　　ようやく我が市にも博物館

　　　　　　　　ができるようになりました。

　　　　　　　　　この館のテーマは「雪と織

　　　　　　　　物と信濃川』との二とですが

村山守さんこのテーマこそ十日町市の歴

　（北新田）　　を語る上になくてはならない

ものではないでしょうか。

　私も青年学級で郷土史を学んでいるため、特

《
連
絡
先
》

☆
市
教
育
委
員
会

　
　
社
会
教
育
課

　
8
七
－
三
一
］
一

　
　
内
線
二
七
四

☆
市
公
民
館

　
8
七
－
五
〇
一
一

☆
も
よ
り
の
公
民
館

㊦
　　　　　　　市民の質

　　　　　　　　ようやく

　　　　　　　ができるよ

　　　　　　　　この館の

　　　　　　　物と信濃川

村山守さんこのテーマ
　（北新田）　　を語る上に

ものではないでしょうか。

　私も青年学級で郷土史を学

にこの博物館に寄せる期待に

は大きいものがあります。

　織物産業が転換期に立つ今

博物館の果たす役割りは大き

いと思います亨1日も早くそ

の活動が市民の間に定着する

よう祈っています。
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図
、

十日町市博物館の完成予想図

オ
ー
プ
ン
は

　
　
　
　
来
年
の
秋
（
予
定
）

　
市
で
は
現
在
、
郷
L
の
長
い
歴
史

を
物
語
る
貴
重
な
資
料
や
、
急
速
に

失
わ
れ
て
ゆ
く
文
化
財
を
守
り
、
保

存
し
て
後
の
世
に
伝
え
、
あ
わ
せ
て

市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
の
施

設
で
あ
る
、
博
物
館
の
建
設
を
す
す

め
て
い
ま
す
，

　
建
物
は
高
床
式
鉄
筋
一
部
二
階
建

て
で
、
総
面
積
は
約
一
六
五
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
（
約
五
〇
〇
坪
）
。
上
記
の

イ
ラ
ス
ト
は
博
物
館
の
完
成
予
想
図

で
す
、
建
設
地
は
西
小
学
校
手
前
で
、

あ
の
古
墳
時
代
か
ら
竪
安
時
代
に
か

け
て
の
大
集
落
が
発
見
さ
れ
た
、
馬

場
上
遺
跡
の
あ
っ
た
台
地
の
上
で
す
。

す
で
に
文
化
財
収
蔵
庫
が
完
成
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
ぞ
ん
じ
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
建
物
の
完
成
は
来
年
三
月
末
。
開

館
は
来
年
の
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

博
物
館
は
み
ん
な
の
も
の

　
と
こ
ろ
で
、
博
物
館
に
つ
い
て
は

一
般
的
に
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
も
の

や
古
い
も
の
を
集
め
て
お
く
所
．
と

い
っ
た
程
度
の
認
識
し
か
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
博
物
館

と
い
う
こ
と
ば
自
体
、
「
博
物
館
ゆ
き
」

と
か
「
博
物
館
的
存
在
」
と
か
い
う

　
　
　
　
　
　
ゆ

表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
さ

く
て
役
に
た
た
な
い
も
の
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
博
物
館
の
こ
と
を
英
語

で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ド
イ
ツ
語
で

は
ム
ゼ
ウ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ム

ジ
ー
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
人
間
の
知
的
活
動
を
つ
か
さ
ど
る

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
の
女
神
、
ミ
ユ

ー
ズ
か
ら
出
て
い
る
こ
と
ば
’
、
曳
す
。

す
な
わ
ち
博
物
館
は
、
学
問
や
芸
術

の
神
の
殿
堂
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
，

　
戦
後
、
世
界
的
に
博
物
館
は
「
実

物
教
育
の
場
」
で
あ
り
、
「
知
識
と
体

験
の
場
」
て
あ
る
と
し
て
そ
の
存
在

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
，
プ
さ
れ
て
き
ま
し

た
　
そ
し
て
、
「
民
衆
の
大
学
」
と
し

て
近
年
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

高
く
評
価
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
．

　
博
物
館
の
仕
事

　
日
本
に
お
い
て
も
昭
和
二
卜
六
年

に
博
物
館
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第

二
条
に
「
博
物
館
と
は
、
歴
史
、

芸
術
、
民
俗
、
産
業
、
自
然
科
学
等

に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
（
育

成
）
し
、
展
示
し
て
教
育
的
配
慮
の

ド
に
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ

の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事

業
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
資
料

に
関
す
る
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
機
関
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
簡
単
に
い
え
ば
、
も
の
で

あ
る
資
料
を
あ
る
場
所
に
集
め
保
管

し
、
調
査
・
研
究
し
た
資
料
を
展
示

し
て
人
に
見
せ
る
こ
と
を
中
ら
と
し

た
教
育
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．
つ
ま
り
博
物
館
は
、

　
H
集
収
・
保
存
　
口
調
査
・
研
究

　
日
展
示
を
中
心
と
し
た
教
育
普
及

　
　
活
動

　
と
い
う
一
．
一
つ
の
機
能
を
持
っ
て
は

じ
め
て
正
し
い
博
物
館
と
い
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

／

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
あ
わ
せ
て
博
物

館
活
動
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
博
物

館
活
動
は
広
い
意
味
で
教
育
活
動
で

も
あ
り
ま
す
。
博
物
館
は
、
実
物
（
ま

　
　
　
　
　
　
璽
汐

　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　誇　　」　　　　　　　　配　　　　　　犀　　　　　　定　i

　　　　　　　　P　　　　　　　　⊇
　　　　　　『湘｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　ツム（上は近年のもの、下は豪良時代のもの織物見本帳

た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
）
を
見

せ
、
あ
る
い
は
触
れ
さ
せ
て
、
発
見

さ
せ
、
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
教
育
の
原
点
と
も
い
え

る
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
読
書
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
、
教
科
書
に
よ

る
学
校
教
育
な
ど
と
は
違
っ
た
博
物

館
独
自
の
方
法
で
す
。
つ
ま
り
、
自

分
の
目
、
耳
、
手
な
ど
で
確
か
め
る

こ
と
の
で
き
る
実
物
教
育
の
場
な
の

で
す
。
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
い
え

ば
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
の
よ

う
に
も
利
用
で
き
る
生
涯
教
育
の
場

と
も
い
え
ま
す
。

㎜
＋
日
町
市
鞭
駕

　
こ
う
し
た
一
般
的
定
義
に
立
っ
て

十
日
町
市
博
物
館
で
は
、
妻
有
地
方

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
財
や
、
産

業
、
歴
史
を
通
し
て
、
市
民
か
ら
郷

土
を
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

祖
先
の
は
ぐ
く
ん
で
き
た
文
化
を
愛

し
育
て
、
未
来
に
向
っ
て
郷
土
を
考

え
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
十
日
町
を
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
考
え
、
物
を
っ
う
じ
て
の

地
域
研
究
を
す
す
め
、
教
育
普
及
活

動
を
し
て
い
く
機
関
な
の
で
す
。

さ
て
、
そ
の
博
物
館
活
動
の
内
に

あ
っ
て
展
示
は
重
要
な
部
分
を
し
め

て
い
ま
す
。

十
日
町
市
博
物
館
で
は
『
雪
』
と

『
織
物
』
と
「
信
濃
川
』
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
妻
有
地
方
の
歴

史
、
織
物
と
人
々
の
く
ら
し
、
雪
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
な
ど
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
考
古
資
料
、
織
物
関

係
資
料
、
民
俗
資
料
な
ど
を
中
心
に

展
示
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
博
物
館
は
、
地
域
研
究

や
文
化
財
保
存
を
通
し
た
地
域
の
文

化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
利
用
者
に
対

す
る
知
的
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
、

さ
ら
に
は
市
民
の
教
養
の
場
・
余
暇

の
場
と
し
て
気
軽
に
ゆ
け
る
博
物
館

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。餐

二
ん
な
も
の
が
あ
な
た
の
家
に
眠
っ
τ
い
ま
せ
ん
か
！

　
　
　
　
　
～
あ
な
た
の
資
料
を
博
物
館
に
～

市
で
は
、
郷
土
の
か
け
が
い
の
な

い
文
化
財
や
資
料
を
永
久
に
保
存
し

て
市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
、

郷
土
資
料
の
収
集
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
収
蔵
物
も

か
な
り
の
数
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
貴
重
な
資
料
や
多
く
の

民
具
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
博
物
館
建
設
を
機
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
で
こ
れ
ら
を
博
物

館
資
料
と
し
、
よ
り
充
実
さ
せ
た
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
下
の
表
の

よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
寄

贈
、
ご
寄
託
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ご
寄
贈
、
、
こ
寄
託
下

さ
る
品
物
が
あ
れ
ば
、
点
数
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
お
宅
に
い
た
だ
き
に

あ
が
り
ま
す
。

文
化
財
収
蔵
庫
も

　
　
　
ご
活
用
下
さ
い
！

貴
重
な
も
の
で
寄
贈
で
き
な
い
も

の
に
は
寄
託
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。
文
化
財
収
蔵
康
で
文
化
財
を
火

災
・
盗
難
か
ら
守
り
永
久
に
保
存
い

た
し
ま
す
。

越後ちぢみの着物
イ
ザ
リ
バ
タ

①
雪
に
関
す
る
も
の
　
　
　
　
　
台
・
経
箸
・
お
さ
通
し
・
墨
付
へ

雪
の
履
物
（
雪
下
駄
・
ア
ク
ト
カ
　
ら
・
木
羽
定
木
・
あ
い
が
め
・
縮

ケ
・
ワ
ラ
グ
ツ
・
ス
ッ
ペ
・
毛
足
製
品
・
裂
見
本
帳
・
柄
見
本
帳
・

袋
等
）
雪
踏
の
履
物
（
ス
カ
リ
・
　
ド
ビ
ー
・
古
い
絹
織
物
（
透
綾
織

カ
ン
ジ
キ
・
ス
ッ
ポ
ン
等
）
か
ぶ
　
一
楽
・
風
通
・
組
織
・
壁
織
）
・

り
も
の
（
ワ
ラ
ボ
シ
・
シ
ュ
・
ボ
　
明
石
・
，
意
匠
白
生
地
・
銘
仙
等
。

シ
・
ズ
キ
ン
類
・
笠
類
）
そ
の
他
③
信
濃
川
に
関
す
る
も
の

腰
ミ
ノ
・
ワ
ラ
手
袋
等
。
　
　
　
　
舟
道
異
（
櫓
・
檀
・
い
か
り
・
と

②
繊
物
に
閤
す
る
も
の
　
　
　
　
も
づ
な
・
サ
オ
等
）
川
魚
を
と
る

苧
舟
・
苧
台
・
へ
そ
げ
・
つ
む
ざ
　
道
具
（
突
き
漁
具
・
釣
漁
具
・
ア

や
・
手
か
せ
・
竹
弓
・
ふ
く
べ
・
　
ミ
類
）
等
。
』

ま
い
わ
・
ぐ
る
・
お
っ
た
て
・
経
④
そ
の
他
古
文
書
・
古
記
録
等
。

　　　　　　　　開館が楽しみ

●
　　　　　　　　　雪と織物と信濃川をメーン

　　　　　　　　テーマとした、郷土色豊かな

　　　　　　　　博物館の建設が始まり、十日

　　　　　　　　町にまた一つ文化施設が誕生

　　　　　　　　することになりました。

大島伊一さん　　これは貴重な文化遺産の流

　（水野町）　　出を最少限に食い止めること

ができると共に、郷土の文化、産業、歴史をよ

り広く、深く理解して頂く施設として、その意

義はきわめて大きいものがあります。

　一方、博物館は展示と収蔵だけが目的ではな

く、研究や学習の機能を合わせ備えた教育施設

でもあり、市民の皆さんの積極的な参加、利用

を切に望むものです。　　　　　　　　　　　　一

　博物館の設置を熱望していた1人として、関

係諸氏に心から感謝申し上げると同時に、来秋

の開館を今から楽しみにしています．

難欝iOl
て、自分の生き方さえも見失　二瓶良子さん
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和町3）
いがち。

　でも今日よりすばらしい明日を夢みる市民の

願いとしては、博物館建設は1つの希望です。　　一

　私達の郷土は、長い歴史と伝統をうけつぎ今

日に至っております。妻有に生きていてよかっ

たと思い、遠い昔、この地で大らかな生活を営

んでいた先祖を思い、現在の自分を省みて「我

にかえる」。

　そうした静かな充実した時間が、博物館を1

っの手がかりとして、主婦にも持てたらいいな

あと思います。

　蛇足ながら、だんな衆が財宝をしまっておく

蔵でもー）くって、対外的な示威にするといった

ようなものではなく、地域住民が広く気軽に出

入りのできる博物館であることを望みます。

㊦
　　　　　　　　市民の間に定着を

　　　　　　　　　ようやく我が市にも博物館

　　　　　　　　ができるようになりました。

　　　　　　　　　この館のテーマは「雪と織

　　　　　　　　物と信濃川』との二とですが

村山守さんこのテーマこそ十日町市の歴

　（北新田）　　を語る上になくてはならない

ものではないでしょうか。

　私も青年学級で郷土史を学んでいるため、特

《
連
絡
先
》

☆
市
教
育
委
員
会

　
　
社
会
教
育
課

　
8
七
－
三
一
］
一

　
　
内
線
二
七
四

☆
市
公
民
館

　
8
七
－
五
〇
一
一

☆
も
よ
り
の
公
民
館

㊦
　　　　　　　市民の質

　　　　　　　　ようやく

　　　　　　　ができるよ

　　　　　　　　この館の

　　　　　　　物と信濃川

村山守さんこのテーマ
　（北新田）　　を語る上に

ものではないでしょうか。

　私も青年学級で郷土史を学

にこの博物館に寄せる期待に

は大きいものがあります。

　織物産業が転換期に立つ今

博物館の果たす役割りは大き

いと思います亨1日も早くそ

の活動が市民の間に定着する

よう祈っています。
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く
わ
入
れ
す
る
春
日
市
長

建設地　十日町市寅甲382－1番地

敷地面積　5，943㎡

建築構造　鉄筋コンクリートー部2階建

　　　　　高床式

延床面積　1，675．57㎡

　〈展ア云室＞　　478．65㎡

　〈収蔵庫＞　　　267．13㎡

　（休憩室〉　163．89㎡

　く集会室兼特別展示室＞　161．15㎡

　（研究室〉　52．33㎡

　〈事務室＞　　　　39．85㎡

　〈f乍業室〉　　　28．27！㎡

　くその他〉　494．30㎡

博
物
館
建
股
の
概
要

竣工予定昭和53年

こ
ん
な
資
料
が
博
物
館
に

　
　
　
ご
寄
贈
（
寄
託
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
財
収
蔵
庫
は
、
博
物
館
建
設

に
さ
き
だ
っ
て
昭
和
五
十
一
年
三
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
み
な
さ

ん
か
ら
．
こ
寄
贈
、
ご
寄
託
い
た
だ
い

た
資
料
や
、
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
遺
物
を
大
切
に
保
管
し
て
い
く

施
設
で
す
。
建
物
は
博
物
館
と
同
じ

高
床
式
で
二
階
建
て
、
延
面
積
は
約

三
八
O
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
一
一
五

坪
）
あ
り
ま
す
。

写
真
は
収
蔵
庫
と
そ
の
内
部
に
保

管
さ
れ
た
資
料
の
｝
部
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
集
、
保
管
さ
れ
た
資
料
は

現
在
，
民
俗
資
料
約
三
千
点
、
遺
跡

出
土
の
土
器
、
石
器
類
が
破
片
を
含

め
約
三
万
点
、
そ
の
他
古
文
書
、
古

記
録
類
な
ど
多
数
に
の
ぽ
り
ま
す
。

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
資
料
は
、
専

門
家
に
よ
っ
て
調
査
、
研
究
、
分
類

さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
に

役
立
つ
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
博
物
館
が
完
成
す
る
と
、
こ

の
中
か
ら
あ
る
も
の
は
展
示
さ
れ
、

あ
る
も
の
は
研
究
の
よ
き
資
料
と
な

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
が
は
か
ら
れ

る
の
で
す
。

文
化
財
収
蔵
庫
は
博
物
館
と
一
体

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
保

護
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
く

施
設
な
の
で
す
。

文化財収蔵庫とその内郁

　
　
珊
円
円
円

謁
㎜
鷲

鷺
　
　
体
気
調
水

　
費
本
電
空
給

費　
総

　　ウマノカンジキ　　　　　カンジキ

資料寄贈（託）者名簿（昭和51年9月～52年7月）

スカリ嚢

文化市長の大英断！　　　　　山内軍平さん

　しかも、設計、施工は定評　　（本町3）

ある業者。収集、整理、展示には部内にすくれ

たスタッフもいるが、ほかに中川立教大学教授

山ロ県民俗学会会長、佐々木立教大学講師と権

威者がそれぞれの分野で協力する。実に最高グ）

メンバーといわれよう。おおいに期して待つべ

きものがある。

　これまでに収集した約3万点の資料は、収蔵

庫で出番を待っている。完成の上は市民の教養

の源泉地、憩いの場として老・壮・青・少・広

い層の活用が望まれる。

唾

ユキキリノコギリテブクロスツペ

ツ
マ
ガ
ケ

シブガラミ

．
詣
箏
趣
．

霜小島田宮波田田南南樋高中福五二中関保み
垣林田・沢間川川譲雲熊橋沢崎醸町谷坂蓋

弘虎靖藤忠ミ文元賓富敏栄寅重商太弘富　鍾
文男久一男ヨ夫治毬雄雄助次徳事郎生三明亘

麻　城　四　栄　小　宮　田　川　春　高　中　田　四　六　住　昭　仙　田　姿　大
畑　之　日　町　黒　下　中　原　日　田　条　川　日　箇　吉　和　之　川　　　黒
　古　町　　　沢　西　町　町　町　町　旭　町　町　田　町　町　山　町　　　沢

　且　新　　　　　　　東　　　1　3　町　1　3　麦　　　3　　　2
田　　　　㊥　　　　　南

3

庭山近池尾尾尾池藤藤柳金関上重桑霜霜樋樋
野田藤田身身身田木木　子・村野原垣垣熊熊
　　　　　吉　　　倉作
六良　圭義太嘉政之太宗一信義マ新正文昇茂

郎平勇吉定郎一市助郎平平夫房ツニ秋一治一

鷲慕鼎樋員嬉島蒜瀦驕舞　　原　東　　　　　　　　　　　　　山　　　町　2　町　沢　　　　　島　島

谷　　　　　　3
本

高南楓内岩桜水山桜水水水川南小金高樋
田雲津山田井落・井落落落田雲川崎橋・
　　　　　益　　　　　　　　　　　彦
米富清仙正太紋繁益吉久　　定清一　　直

蔵男馬吉一郎平治二一策剛夫治郎登保彰
四　高　昭　本　中　中　中　下　中　下　中　中　馬　春　五　稲　中　山
日　田　和　町　条　条　条　条　条　条　条　条　場　日　軒　荷　条　本

町町町4宇宇宇画宇蔑管宇2町新町八町　3　4　　　田　田　田　根　田　野　沼　田　　　1　田　象　幡　1

鹿⑫　蘇表　表　表

（第3種郵便物認可）昭和52年8月10日

ゆずりあう心で

　　夏の交通安全
夏の交通事故防止運動実施中一

吉田中学校自転車教室

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
交
通
事
故

を
防
ご
う

　
新
潟
県
、
十
日
町
市
、
十
日
町
市

交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
去
る
七

月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

　
　
八
月
は
、

　
　
　
　
　
暑
い
日
が
多
く
、

お
祭
り
な
ど
で
気
も
ゆ
る
み
が
ち

私
た
ち
は
人
の
命
の
尊
さ
を
考
え
、
市
民
ぐ

る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
赦
を
絶
滅
さ
せ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
各
地
区
で
活
発
な

　
　
　
　
運
動
を
展
開
中

　
夏
休
み
こ
そ
、
交
通
安
全
教
育
に

は
絶
好
の
期
間
で
ず
．

　
十
日
町
市
、
十
日
町
市
交
通
安
全

対
策
会
議
の
協
力
の
も
と
、
各
地
区

で
熱
心
な
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
．

　
街
頭
指
導
は
も
と
よ
り
、
夜
問
パ

ト
・
ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設

　
　
学
校
町
で
屋
外
映
写
会

を
、
「
夏
の
交
通
安
全
事
故
防
止
運

動
月
間
」
と
し
て
運
動
を
展
開
中
で

す
。
こ
れ
か
ら
特
に
、
お
盆
、
．
お
祭

り
な
ど
を
控
え
て
お
り
、
車
輔
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
．
つ
ぎ
の
事
に

心
が
け
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
．

◆
旅
行
、
海
水
浴
等
で
遠
出
す
る
時

は
、
体
調
を
十
分
整
え
、
日
程
、
道

路
事
情
等
を
再
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

◆
経
済
速
度
は
四
十
キ
ロ
、
安
全
第

一
、
余
裕
の
あ
る
運
転
を
。

◆
む
り
な
追
い
越
し
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
は
事
故
の
も
と
、
絶
対
に

し
な
い
。

◆
酒
酔
い
運
転
を
し
な
い
。
ま
た
運

転
者
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

　
　
　
ま
た
、
お
盆
や

子で学ぶ正しい横断
一水沢南部地区カンガルーの会
　幼児の文通安全は、家庭でのしつけがいちばん
重要一。と「母と子」が一体になって交通安全
教育の指導を進めてきた、水沢南部地区交通安全
カンガルーの会が、ことしで5年目を迎えました。
　水沢南部保育園に事務所を置き、その保育園地
域内び）幼児と母親が、定期的に保育園に集って、

正しい交通ルールを守って行こうと、練習を重ね

ています。

　服部母の会会長……この頃各会員が、習慣のよ
うに溶け込んでやってくれています。

　へき地保育所あつかいになっていますが、公立
以上のほこりを持って、保母さん方ともども努力
しています。

母子で

置
、
桂
公
園
そ
の
他
を
利
用
し
て
の
、

子
ど
も
と
母
親
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

教
室
、
自
転
車
教
室
、
屋
外
映
写
会
、

交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
増
設
等
、

市
内
の
随
所
で
交
通
安
全
に
と
り
組

む
、
市
民
の
皆
さ
ん
た
ち
に
出
会
い

ま
す
．
一
年
中
で
最
も
暑
く
、
事
故

の
多
発
す
る
時
期
で
、
す
が
、
わ
た
し

た
ち
は
ひ
と
り
ひ
と
り
注
意
し
あ
っ

て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
追
放
し
ま

し
よ
う
。

　
交
通
事
故
相
談
は
毎
月
第
一
，
木

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
行

　
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
自
然

と
溶
け
こ
ん
で
い
る
の
で
、
道
路
の

効
用
と
い
う
こ
と
は
、
う
っ
か
り
す

る
と
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を

「
道
路
を
守
る
月
間
」
と
し
て
、
道

路
の
も
つ
意
義
と
正
し
い
利
用
を
、

あ
ら
た
め
て
考
え
直
し
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
関
係
官
公
庁
で
は
、

調
査
、
点
検
を
行
い
、
整
備
計
画
の

再
検
討
、
ま
た
交
通
安
全
運
動
な
ど

を
加
え
て
道
路
を
守
る
仕
事
を
進
め

ま
す
。

●
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
、
土
砂
や

ご
み
を
拾
て
た
り
、
歩
道
に
商
品
等

を
並
べ
た
り
し
な
い
。

●
特
別
な
目
的
で
道
路
を
使
用
す
る

と
き
は
、
市
役
所
建
設
課
へ
道
路
占

用
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
道
路
を
使
っ
て
工
事
な
ど
を
行
な

う
と
キ
㌧
。

②
道
路
に
関
係
す
る
施
設
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
と
き
。

③
一
定
期
間
中
、
器
具
、
材
料
な
ど

の
置
場
に
し
た
と
き
．

④
路
上
に
広
告
物
を
出
そ
う
と
す
る

と
き
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
大
島
新
三
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駅
通
り
）

非
常
勤
交
通
指
導
員
の
ひ
と
こ
と

　
子
供
達
は
、
学
校
生
活
か
ら
開
放

さ
れ
た
安
心
感
と
、
自
由
に
行
動
が

で
き
る
満
足
感
で
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い

ま
す
．
ま
た
、
お
盆
や
お
祭
り
、
海

水
浴
等
、
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
。

　
で
も
、
睡
眠
不
足
や
暑
さ
の
た
め

疲
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

ボ
ヤ
ッ
と
し
た
り
、
無
理
な
こ
と
を

し
て
し
ま
い
ま
す
．
危
険
な
場
所
で

遊
ん
で
い
た
り
、
歩
道
で
な
い
所
を

歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、
そ

の
都
度
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
家
族
で
遠
出
す
る
時
は
、
特

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
、
み
ん
な
が
そ
の
気

に
な
れ
ば
必
ず
す
く
な
く
な
り
ま
す
。
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く
わ
入
れ
す
る
春
日
市
長

建設地　十日町市寅甲382－1番地

敷地面積　5，943㎡

建築構造　鉄筋コンクリートー部2階建

　　　　　高床式

延床面積　1，675．57㎡

　〈展ア云室＞　　478．65㎡

　〈収蔵庫＞　　　267．13㎡

　（休憩室〉　163．89㎡

　く集会室兼特別展示室＞　161．15㎡

　（研究室〉　52．33㎡

　〈事務室＞　　　　39．85㎡

　〈f乍業室〉　　　28．27！㎡

　くその他〉　494．30㎡

博
物
館
建
股
の
概
要

竣工予定昭和53年

こ
ん
な
資
料
が
博
物
館
に

　
　
　
ご
寄
贈
（
寄
託
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
財
収
蔵
庫
は
、
博
物
館
建
設

に
さ
き
だ
っ
て
昭
和
五
十
一
年
三
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
み
な
さ

ん
か
ら
．
こ
寄
贈
、
ご
寄
託
い
た
だ
い

た
資
料
や
、
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
遺
物
を
大
切
に
保
管
し
て
い
く

施
設
で
す
。
建
物
は
博
物
館
と
同
じ

高
床
式
で
二
階
建
て
、
延
面
積
は
約

三
八
O
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
一
一
五

坪
）
あ
り
ま
す
。

写
真
は
収
蔵
庫
と
そ
の
内
部
に
保

管
さ
れ
た
資
料
の
｝
部
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
集
、
保
管
さ
れ
た
資
料
は

現
在
，
民
俗
資
料
約
三
千
点
、
遺
跡

出
土
の
土
器
、
石
器
類
が
破
片
を
含

め
約
三
万
点
、
そ
の
他
古
文
書
、
古

記
録
類
な
ど
多
数
に
の
ぽ
り
ま
す
。

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
資
料
は
、
専

門
家
に
よ
っ
て
調
査
、
研
究
、
分
類

さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
に

役
立
つ
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
博
物
館
が
完
成
す
る
と
、
こ

の
中
か
ら
あ
る
も
の
は
展
示
さ
れ
、

あ
る
も
の
は
研
究
の
よ
き
資
料
と
な

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
が
は
か
ら
れ

る
の
で
す
。

文
化
財
収
蔵
庫
は
博
物
館
と
一
体

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
保

護
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
く

施
設
な
の
で
す
。

文化財収蔵庫とその内郁

　
　
珊
円
円
円

謁
㎜
鷲

鷺
　
　
体
気
調
水

　
費
本
電
空
給

費　
総

　　ウマノカンジキ　　　　　カンジキ

資料寄贈（託）者名簿（昭和51年9月～52年7月）

スカリ嚢

文化市長の大英断！　　　　　山内軍平さん

　しかも、設計、施工は定評　　（本町3）

ある業者。収集、整理、展示には部内にすくれ

たスタッフもいるが、ほかに中川立教大学教授

山ロ県民俗学会会長、佐々木立教大学講師と権

威者がそれぞれの分野で協力する。実に最高グ）

メンバーといわれよう。おおいに期して待つべ

きものがある。

　これまでに収集した約3万点の資料は、収蔵

庫で出番を待っている。完成の上は市民の教養

の源泉地、憩いの場として老・壮・青・少・広

い層の活用が望まれる。

唾

ユキキリノコギリテブクロスツペ

ツ
マ
ガ
ケ

シブガラミ

．
詣
箏
趣
．

霜小島田宮波田田南南樋高中福五二中関保み
垣林田・沢間川川譲雲熊橋沢崎醸町谷坂蓋

弘虎靖藤忠ミ文元賓富敏栄寅重商太弘富　鍾
文男久一男ヨ夫治毬雄雄助次徳事郎生三明亘

麻　城　四　栄　小　宮　田　川　春　高　中　田　四　六　住　昭　仙　田　姿　大
畑　之　日　町　黒　下　中　原　日　田　条　川　日　箇　吉　和　之　川　　　黒
　古　町　　　沢　西　町　町　町　町　旭　町　町　田　町　町　山　町　　　沢

　且　新　　　　　　　東　　　1　3　町　1　3　麦　　　3　　　2
田　　　　㊥　　　　　南

3

庭山近池尾尾尾池藤藤柳金関上重桑霜霜樋樋
野田藤田身身身田木木　子・村野原垣垣熊熊
　　　　　吉　　　倉作
六良　圭義太嘉政之太宗一信義マ新正文昇茂

郎平勇吉定郎一市助郎平平夫房ツニ秋一治一

鷲慕鼎樋員嬉島蒜瀦驕舞　　原　東　　　　　　　　　　　　　山　　　町　2　町　沢　　　　　島　島

谷　　　　　　3
本

高南楓内岩桜水山桜水水水川南小金高樋
田雲津山田井落・井落落落田雲川崎橋・
　　　　　益　　　　　　　　　　　彦
米富清仙正太紋繁益吉久　　定清一　　直

蔵男馬吉一郎平治二一策剛夫治郎登保彰
四　高　昭　本　中　中　中　下　中　下　中　中　馬　春　五　稲　中　山
日　田　和　町　条　条　条　条　条　条　条　条　場　日　軒　荷　条　本

町町町4宇宇宇画宇蔑管宇2町新町八町　3　4　　　田　田　田　根　田　野　沼　田　　　1　田　象　幡　1

鹿⑫　蘇表　表　表
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ゆずりあう心で

　　夏の交通安全
夏の交通事故防止運動実施中一

吉田中学校自転車教室

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
交
通
事
故

を
防
ご
う

　
新
潟
県
、
十
日
町
市
、
十
日
町
市

交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
去
る
七

月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

　
　
八
月
は
、

　
　
　
　
　
暑
い
日
が
多
く
、

お
祭
り
な
ど
で
気
も
ゆ
る
み
が
ち

私
た
ち
は
人
の
命
の
尊
さ
を
考
え
、
市
民
ぐ

る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
赦
を
絶
滅
さ
せ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
各
地
区
で
活
発
な

　
　
　
　
運
動
を
展
開
中

　
夏
休
み
こ
そ
、
交
通
安
全
教
育
に

は
絶
好
の
期
間
で
ず
．

　
十
日
町
市
、
十
日
町
市
交
通
安
全

対
策
会
議
の
協
力
の
も
と
、
各
地
区

で
熱
心
な
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
．

　
街
頭
指
導
は
も
と
よ
り
、
夜
問
パ

ト
・
ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設

　
　
学
校
町
で
屋
外
映
写
会

を
、
「
夏
の
交
通
安
全
事
故
防
止
運

動
月
間
」
と
し
て
運
動
を
展
開
中
で

す
。
こ
れ
か
ら
特
に
、
お
盆
、
．
お
祭

り
な
ど
を
控
え
て
お
り
、
車
輔
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
．
つ
ぎ
の
事
に

心
が
け
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
．

◆
旅
行
、
海
水
浴
等
で
遠
出
す
る
時

は
、
体
調
を
十
分
整
え
、
日
程
、
道

路
事
情
等
を
再
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

◆
経
済
速
度
は
四
十
キ
ロ
、
安
全
第

一
、
余
裕
の
あ
る
運
転
を
。

◆
む
り
な
追
い
越
し
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
は
事
故
の
も
と
、
絶
対
に

し
な
い
。

◆
酒
酔
い
運
転
を
し
な
い
。
ま
た
運

転
者
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

　
　
　
ま
た
、
お
盆
や

子で学ぶ正しい横断
一水沢南部地区カンガルーの会
　幼児の文通安全は、家庭でのしつけがいちばん
重要一。と「母と子」が一体になって交通安全
教育の指導を進めてきた、水沢南部地区交通安全
カンガルーの会が、ことしで5年目を迎えました。
　水沢南部保育園に事務所を置き、その保育園地
域内び）幼児と母親が、定期的に保育園に集って、

正しい交通ルールを守って行こうと、練習を重ね

ています。

　服部母の会会長……この頃各会員が、習慣のよ
うに溶け込んでやってくれています。

　へき地保育所あつかいになっていますが、公立
以上のほこりを持って、保母さん方ともども努力
しています。

母子で

置
、
桂
公
園
そ
の
他
を
利
用
し
て
の
、

子
ど
も
と
母
親
ぐ
る
み
の
交
通
安
全

教
室
、
自
転
車
教
室
、
屋
外
映
写
会
、

交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
増
設
等
、

市
内
の
随
所
で
交
通
安
全
に
と
り
組

む
、
市
民
の
皆
さ
ん
た
ち
に
出
会
い

ま
す
．
一
年
中
で
最
も
暑
く
、
事
故

の
多
発
す
る
時
期
で
、
す
が
、
わ
た
し

た
ち
は
ひ
と
り
ひ
と
り
注
意
し
あ
っ

て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
追
放
し
ま

し
よ
う
。

　
交
通
事
故
相
談
は
毎
月
第
一
，
木

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
行

　
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
自
然

と
溶
け
こ
ん
で
い
る
の
で
、
道
路
の

効
用
と
い
う
こ
と
は
、
う
っ
か
り
す

る
と
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を

「
道
路
を
守
る
月
間
」
と
し
て
、
道

路
の
も
つ
意
義
と
正
し
い
利
用
を
、

あ
ら
た
め
て
考
え
直
し
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
関
係
官
公
庁
で
は
、

調
査
、
点
検
を
行
い
、
整
備
計
画
の

再
検
討
、
ま
た
交
通
安
全
運
動
な
ど

を
加
え
て
道
路
を
守
る
仕
事
を
進
め

ま
す
。

●
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
、
土
砂
や

ご
み
を
拾
て
た
り
、
歩
道
に
商
品
等

を
並
べ
た
り
し
な
い
。

●
特
別
な
目
的
で
道
路
を
使
用
す
る

と
き
は
、
市
役
所
建
設
課
へ
道
路
占

用
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
道
路
を
使
っ
て
工
事
な
ど
を
行
な

う
と
キ
㌧
。

②
道
路
に
関
係
す
る
施
設
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
と
き
。

③
一
定
期
間
中
、
器
具
、
材
料
な
ど

の
置
場
に
し
た
と
き
．

④
路
上
に
広
告
物
を
出
そ
う
と
す
る

と
き
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
大
島
新
三
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駅
通
り
）

非
常
勤
交
通
指
導
員
の
ひ
と
こ
と

　
子
供
達
は
、
学
校
生
活
か
ら
開
放

さ
れ
た
安
心
感
と
、
自
由
に
行
動
が

で
き
る
満
足
感
で
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い

ま
す
．
ま
た
、
お
盆
や
お
祭
り
、
海

水
浴
等
、
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
。

　
で
も
、
睡
眠
不
足
や
暑
さ
の
た
め

疲
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

ボ
ヤ
ッ
と
し
た
り
、
無
理
な
こ
と
を

し
て
し
ま
い
ま
す
．
危
険
な
場
所
で

遊
ん
で
い
た
り
、
歩
道
で
な
い
所
を

歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、
そ

の
都
度
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
家
族
で
遠
出
す
る
時
は
、
特

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
、
み
ん
な
が
そ
の
気

に
な
れ
ば
必
ず
す
く
な
く
な
り
ま
す
。
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雛1
魅
幣

　本市の農業は、山間豪雪地帯にあって自然条件、社会的

条件、その他農業をとりまく全ての条件が悪く、農業所得

の伸びなやみは、農外所得への依存度を高める結果となっ

ています。

　このため、農業後継者の他産業への流失が目立ち、農業

の近代化の伸長は極めて緩慢な網態といえます。

　しかし、低経済成長のなか、最近大都市から中小都市へ

の∪ターン現象をはじめとして、郷土を農業を見直そうと

いうムードも起っています。

　こうしたなかで、市では織物と農業を基軸とした調和あ

る産業の発展を促進し、活気に満ちた産業都市の建設を進

めています。
　今月は、本市の農業の現状を考えるなかで、魅力ある地

域づくりを目ざして新しく計画されている農業振興の概要

をとりあげてみました。

特
定
農
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業

北
鐙
坂
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
村
地
域
工
業
導
入
特
別
対
策
事
業

　
農
林
省
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
に

定
め
ら
れ
た
農
村
地
域
工
業
導
入
促

進
法
に
基
づ
き
、
農
村
地
域
工
業
導

人
特
別
対
策
事
業
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
市
で
は
は
じ
め
て
吉
田
、

高
山
地
域
が
指
定
さ
れ
、
北
鐙
坂
地

内
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
建

設
す
る
計
画
と
な
り
ま
す
．

　
こ
の
特
別
対
策
事
業
は
、
農
村
地

域
へ
の
工
業
の
導
入
を
積
極
的
、
計

画
的
に
促
進
し
、
農
業
従
事
者
が
そ

　就業改善センター施設概要

構　造　鉄筋コンクリート造2階建

延面積　607．3m2

　【1階】事務室・宿直室・教養娯楽室兼

　　　　宿泊室・保健相談室・浴室

　【2階】農業経営研修室・他産業研修室

　　　　資料室・生活改善実習室・就業

　　　　改善相談室

の
希
望
及
び
能
力
に
従
っ
て
そ
の
導

入
工
業
に
就
業
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
一
方
で
農
業
構
造
の
改

善
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

と
工
業
と
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り

ま
た
雇
用
構
造
の
高
度
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．

四
ヵ
年
計
画
で
推
進

　
市
の
実
施
計
画
に
よ
る
と
、
こ
の

事
業
は
、
農
業
就
業
近
代
化
施
設
整

備
と
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
二
本
の

柱
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
昭
和
五

十
二
年
度
か
ら
丘
十
五
年
度
ま
で
の

四
ヵ
年
計
画
で
、
総
事
業
費
約
九
千

七
．
白
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
年
次
、
二
年
次
に
つ
い
て
は
、

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
十

日
町
土
地
改
良
区
が
高
山
地
区
の
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備
（
区
画
整

理
・
換
地
）
を
実
施
．

　
第
』
．
年
次
、
四
年
次
で
は
、
農
業

就
業
近
代
化
施
設
整
備
事
業
と
し
て

北
鐙
坂
地
内
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
i
卜

造
二
階
建
の
就
業
改
善
セ
ン
ダ
ー
を

　
過
疎
地
域
等
は
、
わ
が
国
上
の
大

き
な
部
分
を
占
め
、
農
林
水
産
物
の

供
給
、
水
資
源
の
酒
養
、
国
土
の
保

全
、
国
民
休
養
の
場
の
提
供
等
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
ヴ
て

の
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的
諸
条

件
が
恵
ま
れ
て
い
な
い
た
め
社
会
生

活
や
生
産
機
能
の
維
持
発
展
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
林
省
で
は
昭
和
五

十
年
度
か
ら
新
た
に
「
特
定
農
山
村

振
興
特
別
対
策
事
業
計
画
」
を
策
定

し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
生
産
対

策
と
生
活
環
境
の
整
備
を
実
施
し
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図

実施計画総括表

っ
て
き
ま
し
た
、
こ
れ
に
対
し
て
、

本
市
て
は
特
定
農
山
村
の
要
件
に
該

当
す
る
地
域
と
し
て
ト
条
地
区
（
東

卜
組
地
域
）
選
定
し
、
国
に
申
請
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
認
め
ら

れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
振
興
計
画
が
樹

立
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
五
年
度
に
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
を
建
設

　
実
施
計
画
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
五
十
五
年
度
ま
で
の
四
ヵ
年
計

画
で
、
農
業
経
営
近
代
化
事
業
と
し

て
六
千
九
十
八
万
二
千
円
、
環
境
整

備
事
業
と
し
て
千
七
卜
五
万
二
千
円

の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事業種目
事業細目

受益

戸数
事　　　業　　　量

区分 種目

農
業
経
営
近
代
化
事
業

水設
田
作整
経
営
備
近
代事
化
施
業

育苗施設 20
出芽室・作業室・緑化室

鉄骨平家建・パイプハウス

籾乾燥
調製施設

20
乾燥調製場

乾燥機2台

農業機械 20
農用トラクター20PS

1台

離讐整

灘
化
業

畜　　舎 5
肥育豚舎3棟

尿槽　3基

畜　　舎 4
乳牛舎1棟・堆肥舎1棟

サイロ4基

環
境
整
備
事
業

生タ
活　1
改設
善置
セ事
ン業

建　　物 132 129．17㎡

内部施設 132 一一　式一

設
置
す
る
計
画
と
な
’
て
い
ま
す
．

　
特
に
、
こ
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
農
業
経
営
及
び
技
術
、
　
ま
た
地
域
住
民
の
健
康
相
談
活
動
や

他
産
業
研
修
施
設
と
し
て
、
農
工
就
　
　
教
養
、
娯
楽
の
場
と
し
て
活
用
で
き

業
者
の
生
活
改
善
指
導
施
設
と
し
て
　
　
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
．

○
○
○
○
○
○
○
○
○
◆
○
○
○
○
○
○
○
○

全
体
実
施
設
計
二
年
目
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
苗
場
山
ろ
く
開
発
第
三
地
区

　
水
沢
出
張
所
内
に
開
設
さ
れ
て
い
　
　
地
区
全
計
班
事
務
所
」
て
は
、
国
費

る
北
陸
農
政
局
「
苗
場
山
ろ
く
第
三
　
　
調
査
費
三
千
万
円
で
第
二
年
目
の
全

　
第
一
年
度
は
、
二
子
水
稲
生
産
組

合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
二
子
地
内

に
育
苗
施
設
、
籾
乾
燥
調
製
施
設
、

農
業
機
械
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
．

　
第
二
年
度
は
、
漉
野
肥
育
豚
舎
利

用
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
肥
育

豚
舎
三
棟
を
漉
野
地
内
に
建
設
．

　
第
一
．
一
年
度
は
、
東
下
組
乳
牛
舎
利

用
組
合
か
事
業
主
体
と
な
り
、
漉
野

地
内
に
乳
牛
舎
一
棟
を
建
設
。

　
最
後
の
第
四
年
度
に
は
漉
野
地
内

に
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
東
下
組
五

集
落
百
三
十
二
戸
の
人
た
ち
が
生
活

改
善
や
経
営
技
術
の
研
修
、
各
種
集

会
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
健
康
管
理
、
地
域
住
民
の
コ
、
・
三

ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
集
会
に
も

活
用
し
、
地
域
の
産
業
の
振
興
と
生

活
水
準
の
向
上
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。

　　生活改善センターの施設概要

構造木造カラー鉄板葺2階建1棟
延面積　　129．17m2

　【1階】生活改善実習室・農林漁業研修室

　　　　相談室・その他

　【2階】集会室・その他

二
子
水
稲
生
産
組
合

漉
野
肥
育
豚
舎
利
用
組
合

東
下
組
乳
牛
舎
利
用
組
合

二
子
地
区
の
農
家
二
十
戸
に
よ
っ

漉
野
地
区
に
は
、
九
戸
の
養
豚
農

東
下
組
の
漉
野
及
び
平
の
酪
農
家

て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
水
稲
経
営

家
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
五
戸
の
畜

四
戸
で
結
成
し
た
も
の
で
、
畜
産
経

に
係
る
共
同
利
用
機
械
及
び
施
設
の

産
経
営
農
家
が
結
成
し
た
も
の
で
、

営
に
係
る
共
同
畜
舎
の
建
設
及
び
共

設
置
、
共
同
利
用
の
事
業
を
行
う
。

養
豚
経
営
に
係
る
共
同
畜
舎
の
建
設

同
利
用
、
生
産
資
材
の
共
同
購
入
な

こ
の
地
区
は
、
水
田
が
山
間
地
に

及
び
共
同
利
用
、
生
産
資
材
の
共
同

ど
を
行
う
。

あ
り
、
従
来
は
不
整
形
、
小
区
画
の

購
入
な
ど
の
事
業
を
行
う
。

こ
の
集
落
の
基
幹
で
あ
る
酪
農
事

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
多
く
の
営
農

こ
の
地
区
は
、
経
営
耕
地
面
積
も

業
に
つ
い
て
農
業
経
営
の
規
模
拡
大

労
力
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
近
年

五
十
一
ア
ー
ル
と
少
い
た
め
、
約
と

と
共
同
管
理
に
よ
る
経
費
等
の
節
減

労
働
力
の
老
令
化
や
出
機
等
他
産
業

十
年
前
か
ら
養
豚
経
営
を
と
り
い
れ

を
は
か
り
、
稲
作
＋
酪
農
の
「
複
合

就
業
の
移
行
な
ど
か
ら
機
械
化
等
高

て
、
近
年
過
疎
化
の
進
む
な
か
に
あ

経
営
」
に
よ
る
自
立
経
営
を
め
ざ
し

能
率
体
系
へ
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い

っ
て
若
者
が
非
常
に
意
欲
的
に
技
術

て
い
る
。

た
。

向
上
に
努
め
て
い
る
．

　　　代替予定地に植林
　市では苗場山ろく開発によって伐採され

る森林に対応するため、南雲原に1．5haの

代替造林用地を取得．去る6月中旬、森林
組合により杉の春植えを実施しました。

体
実
施
設
計
調
査

を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

し
か
し
、
第
三

地
区
の
農
業
開
発

計
画
は
、
清
津
川

ダ
ム
に
か
ん
が
い

用
水
を
求
め
る
方

針
の
た
め
、
同
ダ

ム
の
着
工
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
た

め
、
こ
の
点
に
つ

い
て
現
在
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
区
域
の
仮
換
地
計
画
に

着
手

　
一
方
、
市
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
で

は
、
営
農
計
画
関
連
調
査
と
し
て
、

野
菜
収
益
比
較
調
査
研
究
（
新
大
農

学
部
酒
井
教
授
指
導
）
、
堆
厩
肥
生

産
シ
ス
テ
ム
調
査
、
野
菜
生
産
費
調

査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
ほ
場
整
備
の

た
め
の
減
水
深
測
定
、
予
定
地
内
の

換
地
計
画
に
も
着
手
し
ま
し
た
．

　　農業構造改善事業の一環として
　　　はじめられた細尾ホップ園は
　　　　現在緑のジャングル。
　　　　　これから、いよいよ収穫
中在家では　に入ります。

葉タバコの出
荷が問近か。

タバコ編みも熱が
入ります。
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雛1
魅
幣

　本市の農業は、山間豪雪地帯にあって自然条件、社会的

条件、その他農業をとりまく全ての条件が悪く、農業所得

の伸びなやみは、農外所得への依存度を高める結果となっ

ています。

　このため、農業後継者の他産業への流失が目立ち、農業

の近代化の伸長は極めて緩慢な網態といえます。

　しかし、低経済成長のなか、最近大都市から中小都市へ

の∪ターン現象をはじめとして、郷土を農業を見直そうと

いうムードも起っています。

　こうしたなかで、市では織物と農業を基軸とした調和あ

る産業の発展を促進し、活気に満ちた産業都市の建設を進

めています。
　今月は、本市の農業の現状を考えるなかで、魅力ある地

域づくりを目ざして新しく計画されている農業振興の概要

をとりあげてみました。

特
定
農
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業

北
鐙
坂
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
村
地
域
工
業
導
入
特
別
対
策
事
業

　
農
林
省
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
に

定
め
ら
れ
た
農
村
地
域
工
業
導
入
促

進
法
に
基
づ
き
、
農
村
地
域
工
業
導

人
特
別
対
策
事
業
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
市
で
は
は
じ
め
て
吉
田
、

高
山
地
域
が
指
定
さ
れ
、
北
鐙
坂
地

内
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
建

設
す
る
計
画
と
な
り
ま
す
．

　
こ
の
特
別
対
策
事
業
は
、
農
村
地

域
へ
の
工
業
の
導
入
を
積
極
的
、
計

画
的
に
促
進
し
、
農
業
従
事
者
が
そ

　就業改善センター施設概要

構　造　鉄筋コンクリート造2階建

延面積　607．3m2

　【1階】事務室・宿直室・教養娯楽室兼

　　　　宿泊室・保健相談室・浴室

　【2階】農業経営研修室・他産業研修室

　　　　資料室・生活改善実習室・就業

　　　　改善相談室

の
希
望
及
び
能
力
に
従
っ
て
そ
の
導

入
工
業
に
就
業
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
一
方
で
農
業
構
造
の
改

善
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

と
工
業
と
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り

ま
た
雇
用
構
造
の
高
度
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．

四
ヵ
年
計
画
で
推
進

　
市
の
実
施
計
画
に
よ
る
と
、
こ
の

事
業
は
、
農
業
就
業
近
代
化
施
設
整

備
と
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
二
本
の

柱
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
昭
和
五

十
二
年
度
か
ら
丘
十
五
年
度
ま
で
の

四
ヵ
年
計
画
で
、
総
事
業
費
約
九
千

七
．
白
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
年
次
、
二
年
次
に
つ
い
て
は
、

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
十

日
町
土
地
改
良
区
が
高
山
地
区
の
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備
（
区
画
整

理
・
換
地
）
を
実
施
．

　
第
』
．
年
次
、
四
年
次
で
は
、
農
業

就
業
近
代
化
施
設
整
備
事
業
と
し
て

北
鐙
坂
地
内
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
i
卜

造
二
階
建
の
就
業
改
善
セ
ン
ダ
ー
を

　
過
疎
地
域
等
は
、
わ
が
国
上
の
大

き
な
部
分
を
占
め
、
農
林
水
産
物
の

供
給
、
水
資
源
の
酒
養
、
国
土
の
保

全
、
国
民
休
養
の
場
の
提
供
等
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
ヴ
て

の
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的
諸
条

件
が
恵
ま
れ
て
い
な
い
た
め
社
会
生

活
や
生
産
機
能
の
維
持
発
展
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
林
省
で
は
昭
和
五

十
年
度
か
ら
新
た
に
「
特
定
農
山
村

振
興
特
別
対
策
事
業
計
画
」
を
策
定

し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
生
産
対

策
と
生
活
環
境
の
整
備
を
実
施
し
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図

実施計画総括表

っ
て
き
ま
し
た
、
こ
れ
に
対
し
て
、

本
市
て
は
特
定
農
山
村
の
要
件
に
該

当
す
る
地
域
と
し
て
ト
条
地
区
（
東

卜
組
地
域
）
選
定
し
、
国
に
申
請
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
認
め
ら

れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
振
興
計
画
が
樹

立
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
五
年
度
に
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
を
建
設

　
実
施
計
画
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
五
十
五
年
度
ま
で
の
四
ヵ
年
計

画
で
、
農
業
経
営
近
代
化
事
業
と
し

て
六
千
九
十
八
万
二
千
円
、
環
境
整

備
事
業
と
し
て
千
七
卜
五
万
二
千
円

の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事業種目
事業細目

受益

戸数
事　　　業　　　量

区分 種目

農
業
経
営
近
代
化
事
業

水設
田
作整
経
営
備
近
代事
化
施
業

育苗施設 20
出芽室・作業室・緑化室

鉄骨平家建・パイプハウス

籾乾燥
調製施設

20
乾燥調製場

乾燥機2台

農業機械 20
農用トラクター20PS

1台

離讐整

灘
化
業

畜　　舎 5
肥育豚舎3棟

尿槽　3基

畜　　舎 4
乳牛舎1棟・堆肥舎1棟

サイロ4基

環
境
整
備
事
業

生タ
活　1
改設
善置
セ事
ン業

建　　物 132 129．17㎡

内部施設 132 一一　式一

設
置
す
る
計
画
と
な
’
て
い
ま
す
．

　
特
に
、
こ
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
農
業
経
営
及
び
技
術
、
　
ま
た
地
域
住
民
の
健
康
相
談
活
動
や

他
産
業
研
修
施
設
と
し
て
、
農
工
就
　
　
教
養
、
娯
楽
の
場
と
し
て
活
用
で
き

業
者
の
生
活
改
善
指
導
施
設
と
し
て
　
　
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
．

○
○
○
○
○
○
○
○
○
◆
○
○
○
○
○
○
○
○

全
体
実
施
設
計
二
年
目
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
苗
場
山
ろ
く
開
発
第
三
地
区

　
水
沢
出
張
所
内
に
開
設
さ
れ
て
い
　
　
地
区
全
計
班
事
務
所
」
て
は
、
国
費

る
北
陸
農
政
局
「
苗
場
山
ろ
く
第
三
　
　
調
査
費
三
千
万
円
で
第
二
年
目
の
全

　
第
一
年
度
は
、
二
子
水
稲
生
産
組

合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
二
子
地
内

に
育
苗
施
設
、
籾
乾
燥
調
製
施
設
、

農
業
機
械
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
．

　
第
二
年
度
は
、
漉
野
肥
育
豚
舎
利

用
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
肥
育

豚
舎
三
棟
を
漉
野
地
内
に
建
設
．

　
第
一
．
一
年
度
は
、
東
下
組
乳
牛
舎
利

用
組
合
か
事
業
主
体
と
な
り
、
漉
野

地
内
に
乳
牛
舎
一
棟
を
建
設
。

　
最
後
の
第
四
年
度
に
は
漉
野
地
内

に
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
東
下
組
五

集
落
百
三
十
二
戸
の
人
た
ち
が
生
活

改
善
や
経
営
技
術
の
研
修
、
各
種
集

会
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
健
康
管
理
、
地
域
住
民
の
コ
、
・
三

ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
集
会
に
も

活
用
し
、
地
域
の
産
業
の
振
興
と
生

活
水
準
の
向
上
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。

　　生活改善センターの施設概要

構造木造カラー鉄板葺2階建1棟
延面積　　129．17m2

　【1階】生活改善実習室・農林漁業研修室

　　　　相談室・その他

　【2階】集会室・その他

二
子
水
稲
生
産
組
合

漉
野
肥
育
豚
舎
利
用
組
合

東
下
組
乳
牛
舎
利
用
組
合

二
子
地
区
の
農
家
二
十
戸
に
よ
っ

漉
野
地
区
に
は
、
九
戸
の
養
豚
農

東
下
組
の
漉
野
及
び
平
の
酪
農
家

て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
水
稲
経
営

家
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
五
戸
の
畜

四
戸
で
結
成
し
た
も
の
で
、
畜
産
経

に
係
る
共
同
利
用
機
械
及
び
施
設
の

産
経
営
農
家
が
結
成
し
た
も
の
で
、

営
に
係
る
共
同
畜
舎
の
建
設
及
び
共

設
置
、
共
同
利
用
の
事
業
を
行
う
。

養
豚
経
営
に
係
る
共
同
畜
舎
の
建
設

同
利
用
、
生
産
資
材
の
共
同
購
入
な

こ
の
地
区
は
、
水
田
が
山
間
地
に

及
び
共
同
利
用
、
生
産
資
材
の
共
同

ど
を
行
う
。

あ
り
、
従
来
は
不
整
形
、
小
区
画
の

購
入
な
ど
の
事
業
を
行
う
。

こ
の
集
落
の
基
幹
で
あ
る
酪
農
事

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
多
く
の
営
農

こ
の
地
区
は
、
経
営
耕
地
面
積
も

業
に
つ
い
て
農
業
経
営
の
規
模
拡
大

労
力
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
近
年

五
十
一
ア
ー
ル
と
少
い
た
め
、
約
と

と
共
同
管
理
に
よ
る
経
費
等
の
節
減

労
働
力
の
老
令
化
や
出
機
等
他
産
業

十
年
前
か
ら
養
豚
経
営
を
と
り
い
れ

を
は
か
り
、
稲
作
＋
酪
農
の
「
複
合

就
業
の
移
行
な
ど
か
ら
機
械
化
等
高

て
、
近
年
過
疎
化
の
進
む
な
か
に
あ

経
営
」
に
よ
る
自
立
経
営
を
め
ざ
し

能
率
体
系
へ
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い

っ
て
若
者
が
非
常
に
意
欲
的
に
技
術

て
い
る
。

た
。

向
上
に
努
め
て
い
る
．

　　　代替予定地に植林
　市では苗場山ろく開発によって伐採され

る森林に対応するため、南雲原に1．5haの

代替造林用地を取得．去る6月中旬、森林
組合により杉の春植えを実施しました。

体
実
施
設
計
調
査

を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

し
か
し
、
第
三

地
区
の
農
業
開
発

計
画
は
、
清
津
川

ダ
ム
に
か
ん
が
い

用
水
を
求
め
る
方

針
の
た
め
、
同
ダ

ム
の
着
工
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
た

め
、
こ
の
点
に
つ

い
て
現
在
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
区
域
の
仮
換
地
計
画
に

着
手

　
一
方
、
市
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
で

は
、
営
農
計
画
関
連
調
査
と
し
て
、

野
菜
収
益
比
較
調
査
研
究
（
新
大
農

学
部
酒
井
教
授
指
導
）
、
堆
厩
肥
生

産
シ
ス
テ
ム
調
査
、
野
菜
生
産
費
調

査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
ほ
場
整
備
の

た
め
の
減
水
深
測
定
、
予
定
地
内
の

換
地
計
画
に
も
着
手
し
ま
し
た
．

　　農業構造改善事業の一環として
　　　はじめられた細尾ホップ園は
　　　　現在緑のジャングル。
　　　　　これから、いよいよ収穫
中在家では　に入ります。

葉タバコの出
荷が問近か。

タバコ編みも熱が
入ります。
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総務　費
交通安全施設整備事業

民　生　費

老人ホーム妻有荘増改築工事負担金

精神薄弱者更正施設附帯工事負担金

敬老祝金

老人医療費及ぴ老人医療費助成事業

衛　生　費

妊産婦乳児医療費助成事業

防疫薬剤購入補助金

農林水産巣費

生鮮食品卸売市場施設事業補助金

農林水産開発事業補助金

土地改良事業補助金

土地基盤整備事業補助金

国土調査測量委託料

林道開設工事費

商　工　費

アーケード施設補助金

魚、沼スカイライン建設負担金

土　木　費

市道新設改良舗装工事

市道新設改良に伴う用地買収費

消雪パィプ布設工事

除雪機械購入

河川改修工事

四日町新田1号公園造成工事

公営住宅黒沢団地建設整備事業

教青　費
小学校整備及ぴ修繕工事

馬場小学校プール建設工事

西小学校プール建設工事

南中学校増改築工事

水沢中学校グラウンド造成工事

川治地区公民館建設事業

559万円

74万円

252万円

1011万円

1億2935万円

1101万円

271万円

600万円

865万円

1959万円

1154万円

932万円

4070万円

542万円

557万円

3億159万円

1億30万円

　4299万円

　3086万円

　535万円

　588万円

　3177万円

2315万円

1700万円

1969万円

4141万円

2200万円

1億286万円

スポーツレクリェーション広場造成工事2000万円

市民総合グラウンド造成工事　　　　2000万円

吉田中学校名ヶ山分校火災復旧工事　3069万円

農林火災復旧工事　　　　　　　　　4148万円

土木災害復旧工事　　　　　　　　　1960万円

・灘繍嚇 憲瀬史贈剛醗淵

市民1人当た

りに使われた

お金

，ρ～．泌4円

○ 瑚
鑑

諺
説

園囲

費
円

　
砺
％

育
7
4
3

　
6
6

教
臆
－

雷
9

苫

　　　　　　　　塗

／　ゆ
2億3616万円

　4．6％

　　　3億4153万円
　　　　6．6％

特別会計

費
円

　
筋
％

生
6

4
4

　
に
つ
　
　

　
億
2

民
1
0

歳　　　出

51億7120万円

萄
生
賞
．

費
円

　
万
％

　
　
　

木
22
絃

　
　
　
　
ム

　
億

土
9
」

駕

費
円

　
坊
％

務
3
8
5

　
4
2

総
備
－

1億8363万円　　　　　　　　3億5903万円
　　　　　2億2475万円　3．6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．9％

　　　　　　4．3％

会計名 歳　入 歳　出 差　引

国　　民
健康保険

11億
3712万円

10億
1814万円

1億

1898万円

直　　営
診療所

3246万円 3246万円 0

簡易水道 8661万円 7961万円 700万円

下水道
事　　業

1億

7520万円
1億

7490万円 30万円

計
14億
3139万円

13億
511万円

1億

2628万円

3億616万円
　5．9％

翌年度繰越額1億1万円
　（うち繰越事業646万円）

一（第3種郵便物認可）昭和52年8月10日口1■■1■■1■■II■II■■■■1■1■■■■■■と」ぢ∬』墜31■■■■■■■■（8

園囚

ン　　　　　　　　カ

i般i
コ　　　　　　　　　ヤ

ご△ご
1コ民l

i計i

撫騰
鐸爆

　
市
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
財
政
事
情
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
2
回
に
分

け
て
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
、

　
今
回
は
、
昭
和
51
年
度
決
算
と
昭
和
52
年
度
6
月
末
予
算
及
ぴ

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
51
年
度
は
、
川
治
地
区
公
民
館
の
ほ
か
、
甫
民
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
南
中
学
校
増
改
築
等
の
教
育
関
係
を
始
め
と
し
て
、
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
効
率
的
な
予
算
の
執
行

に
努
め
な
が
ら
、
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
全
財
政
を
維
持
し
な
か
ら
明
る
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
ま
す
．

市
税
十
五
億
八
千
五
十
五
万
円
3
0．0％

　　、　　　　　　　　　　　　》

歳入総額
52億7121万円

教漸育

6億翌94

地
方
交
付
税
十
四
億
百
七
十
六
万
円
2
6．6％

　市群會　市趨会
　2鱗2フ

　災麺鰍
　臆懸　葦33嶺F

県二
億

支五

出千

金奇繰李
五
万
　
　 越四
円　　亘

一収億
，入七

国
庫
支
窒
巌
全
言
‡
芳
円

諸六

・千

そ六
．の百

他五
、　十

i　二
万
円

疇
六
債百
九
十
万
円
9．6％

…

4．9％

金一十

二
万
円

i14。9％ i12．8％
1．2％

債

（25億783万円）

「
懸
瀦

　

繋
瞥

鱗
出

㎜
懸
灘

邉　地債

土離蓑
6灘43擁難．

㊥
昭和50年度市町村
民税減収補てん債

㊥
購

　　桝，／（ノ

　！　鯉、

響♪
　、貞認’

酪～
《＠》
　噸》’

曲一羅・⑧

簿⑨

　　　　　6そ　　　鰺　　ら　　　9　　　　　　の　　　ち塾　1

q簿騨嘉他

鍵瀞

固定資産税

5億2144万円

33．0％

市税の状況

15億8055万円

　
円

税
万

　
6
3
％

民
31
洛

　
億
5
2

市
8

i
q
帖
℃
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総務　費
交通安全施設整備事業

民　生　費

老人ホーム妻有荘増改築工事負担金

精神薄弱者更正施設附帯工事負担金

敬老祝金

老人医療費及ぴ老人医療費助成事業

衛　生　費

妊産婦乳児医療費助成事業

防疫薬剤購入補助金

農林水産巣費

生鮮食品卸売市場施設事業補助金

農林水産開発事業補助金

土地改良事業補助金

土地基盤整備事業補助金

国土調査測量委託料

林道開設工事費

商　工　費

アーケード施設補助金

魚、沼スカイライン建設負担金

土　木　費

市道新設改良舗装工事

市道新設改良に伴う用地買収費

消雪パィプ布設工事

除雪機械購入

河川改修工事

四日町新田1号公園造成工事

公営住宅黒沢団地建設整備事業

教青　費
小学校整備及ぴ修繕工事

馬場小学校プール建設工事

西小学校プール建設工事

南中学校増改築工事

水沢中学校グラウンド造成工事

川治地区公民館建設事業

559万円

74万円

252万円

1011万円

1億2935万円

1101万円

271万円

600万円

865万円

1959万円

1154万円

932万円

4070万円

542万円

557万円

3億159万円

1億30万円

　4299万円

　3086万円

　535万円

　588万円

　3177万円

2315万円

1700万円

1969万円

4141万円

2200万円

1億286万円

スポーツレクリェーション広場造成工事2000万円

市民総合グラウンド造成工事　　　　2000万円

吉田中学校名ヶ山分校火災復旧工事　3069万円

農林火災復旧工事　　　　　　　　　4148万円

土木災害復旧工事　　　　　　　　　1960万円

・灘繍嚇 憲瀬史贈剛醗淵

市民1人当た

りに使われた

お金

，ρ～．泌4円

○ 瑚
鑑

諺
説

園囲

費
円

　
砺
％

育
7
4
3

　
6
6

教
臆
－

雷
9

苫

　　　　　　　　塗

／　ゆ
2億3616万円

　4．6％

　　　3億4153万円
　　　　6．6％

特別会計

費
円

　
筋
％

生
6

4
4

　
に
つ
　
　

　
億
2

民
1
0

歳　　　出

51億7120万円

萄
生
賞
．

費
円

　
万
％

　
　
　

木
22
絃

　
　
　
　
ム

　
億

土
9
」

駕

費
円

　
坊
％

務
3
8
5

　
4
2

総
備
－

1億8363万円　　　　　　　　3億5903万円
　　　　　2億2475万円　3．6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．9％

　　　　　　4．3％

会計名 歳　入 歳　出 差　引

国　　民
健康保険

11億
3712万円

10億
1814万円

1億

1898万円

直　　営
診療所

3246万円 3246万円 0

簡易水道 8661万円 7961万円 700万円

下水道
事　　業

1億

7520万円
1億

7490万円 30万円

計
14億
3139万円

13億
511万円

1億

2628万円

3億616万円
　5．9％

翌年度繰越額1億1万円
　（うち繰越事業646万円）
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園囚
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i般i
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ご△ご
1コ民l

i計i

撫騰
鐸爆

　
市
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
財
政
事
情
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
2
回
に
分

け
て
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
、

　
今
回
は
、
昭
和
51
年
度
決
算
と
昭
和
52
年
度
6
月
末
予
算
及
ぴ

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
51
年
度
は
、
川
治
地
区
公
民
館
の
ほ
か
、
甫
民
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
南
中
学
校
増
改
築
等
の
教
育
関
係
を
始
め
と
し
て
、
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
効
率
的
な
予
算
の
執
行

に
努
め
な
が
ら
、
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
全
財
政
を
維
持
し
な
か
ら
明
る
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
ま
す
．

市
税
十
五
億
八
千
五
十
五
万
円
3
0．0％

　　、　　　　　　　　　　　　》

歳入総額
52億7121万円

教漸育

6億翌94

地
方
交
付
税
十
四
億
百
七
十
六
万
円
2
6．6％

　市群會　市趨会
　2鱗2フ

　災麺鰍
　臆懸　葦33嶺F

県二
億

支五

出千

金奇繰李
五
万
　
　 越四
円　　亘

一収億
，入七

国
庫
支
窒
巌
全
言
‡
芳
円

諸六

・千

そ六
．の百

他五
、　十

i　二
万
円

疇
六
債百
九
十
万
円
9．6％

…

4．9％

金一十

二
万
円

i14。9％ i12．8％
1．2％

債

（25億783万円）

「
懸
瀦

　

繋
瞥

鱗
出

㎜
懸
灘

邉　地債

土離蓑
6灘43擁難．

㊥
昭和50年度市町村
民税減収補てん債

㊥
購
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　！　鯉、

響♪
　、貞認’

酪～
《＠》
　噸》’

曲一羅・⑧

簿⑨

　　　　　6そ　　　鰺　　ら　　　9　　　　　　の　　　ち塾　1

q簿騨嘉他

鍵瀞

固定資産税

5億2144万円

33．0％

市税の状況

15億8055万円

　
円

税
万

　
6
3
％

民
31
洛

　
億
5
2

市
8

i
q
帖
℃
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　　　6月末予算及び
52年度執行状況

52年度目的別歳出予算

☆予算額　58億3774万円　　　◇割合100％

◎市民1人当り116，000円（52．6．1現在の人口で計算

円当初予算

円算6月末

14億966万円（収入率24．2％収入済額

11億6378万円（執行率19．9％支出済額

歳入予算

　　　8葡脇。　　＼
　　　　　15．0％．市税
市債　　　　　　　　　16億4324万円

5億9330万円　　　　　　　　28・1％

　10．2％　　　　歳入総額
　　　　　　58億
　　　　　　3774万円

地方交付税

14億7000万円

　25．2％

国県支出金

12億5821万円

　21．5％

　　　一’こρ卜

纈1
　　　、　　ゾ

土　木　費

☆9億
　5549万円

◇16．4％
◎19，000円

P’　　　へ

無齢
消　防　費

☆2億
　734万円
◇3．6％

◎4，000円

　、厳

薪翻
教　育　費

☆12億

　244万円
◇20．6％
◎24，000円

鯉
公　債　費

☆3億
6177万円

◇6．2％

◎7，000円

θ蕊
そ　の　他

☆2億
　3602万円

◇4．0％

◎5，000円

費
　
　
円
　
　
円

　
　
万
％
o
o

務
億
醐
b
知

　
　
　
ツ
ノ
　
　
　
エ

総
☆
　
◇
◎

民　生　費

☆11億

　9411万円

◇20．5％
◎24，000円

衛　生　費

☆3億
　8147万円
◇6．5％

◎8，000円

農林水産業費

☆3億
　5845万円

◇6。1％

◎7，000円

商　工　費

☆2億
　6417万円

◇4．5％

◎5，000円

、蓬幅

麟恥

擶

会計名 予　　算 歳　　入 歳　　出 差　　引

国　　民

健康保険

11億

5377万円

3億

3960万円
9657万円

2億

4302万円

簡易水道
1億

6052万円
648万円 112万円 536万内

直　　営

診療所
3508万円 139万円 385万円

△
2 45万円

下水道
事　　業

3億

1621万円
4904万円 1968万円 2936万円

財
政
用
語
メ
モ

　
五
十
一
隼
度
決
算

　
昭
和
五
十
一
年
鶴
月
一
旧
か
ら
五

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
歳
入

歳
出
予
算
の
執
行
の
結
果
、
実
績
を

表
示
し
た
討
算
表
の
こ
と
。
』
、

　
宙
　
債

　
市
債
と
は
、
財
政
の
不
足
を
禰
い

も
し
く
は
特
定
の
費
途
に
あ
て
る
臥

的
で
「
、
市
の
儒
…
田
用
に
お
い
て
大
“
蔵
雀

郵
政
省
、
市
中
銀
行
等
か
ら
資
金
を
、

欝
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
挿

麟
虞
う
．
　
　
　
鞍

　
　
蜘
般
会
計

磯
薦
驚
村
響
嚢
本
的
な
行
敏
鱗
灘
．

巻
中
心
と
す
る
会
計
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
特
定
の
事
業
を
行
う
鳩

合
に
そ
の
載
入
、
支
出
を
独
立
さ
せ

る
必
饗
が
あ
る
場
合
は
、
条
鯛
獄
よ

翻
灘纏

鑓
す
縷

　
　
．
｝
麟
馨
緯
懸
戴
擁
舜
誓

・
鍵
灘
離
藩
灘
蟹
．
濤

継
灘
難
瓢

縫
鵜
灘
難
峯
軸
漁
鐘
囁
、
、
行
磯
趣

勝
繋
叢
　
礁
讐
灘
縞
警
藍

鑓
網
燦
燕
藷
灘
羅
驚
講
為
こ
砂
地

妻
搬
撮
嬉
遜
蕎
税
藩

騎
蕎
躍
襯
．
驚
聯
煮
．
羅

警
購
騰
馨
寒
鍛
駿

驚
驚
購
醸
繕
蕊
る
・

（第3種郵便物認可）昭和52年8月10日

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一
般
会
計

　　　　　歳出
消防

魏貸非常備
万円　消防費
90吃　6409万円

　　　　17．3％／

常備消防費

2億4052万円

65．3％1

村
9
円
膨

里
引
万
詠

中
3

津南町　　万一
7653万円g．8％
20．3％

　　　　分担金
　　及ぴ負担金

蕪1

そ
の
讐
・
魂
編

とお∬93

歳入

そ
　
　
　
1
5
7
0
万
円

　
　
　
　
4
・
2
％

川西町
6454万円
17．2％

＋日町市￥

肝　8235万円

　48．5％

組合債の状況（総額2億5750万円

繰越金738万円

　
　
　
簿

　
　
　
計

　
　
　
嫁

…
A
回

茄
租

嶺
務

塾
畢

私たちのく

一部

十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
耀
綴
纏
含

歳入総額4億蒙蛾欝締
　　　　　　　　茎◎o％

個1

傘
％
鞠
鶏
再
鶉

犠
編
灘

び
　
伽
講
F

　
　
を

及
　
　
粛
驚
驚

金
、
的
箇
代

摂
　
　
牽
絹
松

分
　
　
｛

鐵燦繍劫金8．o％3鋤欝絹

％
需
、

爵
．
、

債
臆

含紐

％
湾

％
円

建
妬
鯉

　
　
％

費
％
円

　
　
◎
万

趨
。

態の難緯．5驚

務、％澄欝繁

費
臆

公燐勲

円
％

誘
。
8

嘉
2
9

と福　　祉
センター
4300万円
16．7％

係
他
円
％

関
　
万
5

防
の
⑳
吃

消
そ
3

7
1

舎
円

庁
筋
幅

防
伽
徐

消
－

共済組合
5940万円
23．1％

省
円
％

政
砺
。
4

郵
駕
3
0

円
　
万

　
80
％

省
9
5

　
　
　
　
じ

蔵
億
4
6

　
1

大

特別会計
　　　　（単位万円）

会計名 歳入 歳出 差引

総合福祉

センター
1458 1338 120

と畜場
事　　業

5652 5319 333

計 7110 6657 453

　　総合福祉センター利用状況

1・・…鳳

川
西
町
　
∬
人

中
里
村
謝
人

そ
の
他
麗
人

　
　
　
　
　
1

＋
日
町
市
　
餌
人

　
7
2

津
南
町
　
　
ユ
人

　
1
1

1．000

500

一
般
会
計

当初予算　　4億552万円

6月末予算　　4億552万円

9912万円（収入率24％）

8999万円（執行率22％）

収入済額

支出済額

特別会計
（単位万円）

会計名 当初予算 収入 支出

総合福祉
センター

1211 495 153

と畜場
事　　業

1737 404 242

　
前
項
に
引
き
続
き
、
一
部
事
務
組

合
組
織
で
あ
る
、
十
臼
町
地
域
広
域

事
務
組
ム
ロ
と
十
臼
町
市
・
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
十
臼
町
地
域
広
域
事
務
組
ム
ロ
と
は
、

十
日
町
甫
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中

里
村
が
資
金
を
出
し
あ
っ
て
運
営
し

て
い
る
組
合
で
、
消
防
、
と
畜
場
、

総
ム
ロ
福
祉
セ
ン
9
ー
の
各
事
業
を
行

な
つ
て
い
ま
す
。

　
十
臼
町
而
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
と
は
、
十
日
町
市
と
川
西
町
が
共

同
で
ご
み
、
し
尿
処
理
、
火
葬
場
の

運
営
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
組
合
で

松
代
町
の
委
託
処
理
も
し
て
い
ま
す
。
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52年度執行状況

52年度目的別歳出予算

☆予算額　58億3774万円　　　◇割合100％

◎市民1人当り116，000円（52．6．1現在の人口で計算

円当初予算

円算6月末

14億966万円（収入率24．2％収入済額

11億6378万円（執行率19．9％支出済額

歳入予算
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立
さ
せ

る
必
饗
が
あ
る
場
合
は
、
条
鯛
獄
よ

翻
灘纏

鑓
す
縷

　
　
．
｝
麟
馨
緯
懸
戴
擁
舜
誓

・
鍵
灘
離
藩
灘
蟹
．
濤

継
灘
難
瓢

縫
鵜
灘
難
峯
軸
漁
鐘
囁
、
、
行
磯
趣

勝
繋
叢
　
礁
讐
灘
縞
警
藍

鑓
網
燦
燕
藷
灘
羅
驚
講
為
こ
砂
地

妻
搬
撮
嬉
遜
蕎
税
藩

騎
蕎
躍
襯
．
驚
聯
煮
．
羅

警
購
騰
馨
寒
鍛
駿

驚
驚
購
醸
繕
蕊
る
・

（第3種郵便物認可）昭和52年8月10日

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一
般
会
計

　　　　　歳出
消防

魏貸非常備
万円　消防費
90吃　6409万円

　　　　17．3％／

常備消防費

2億4052万円

65．3％1

村
9
円
膨

里
引
万
詠

中
3

津南町　　万一
7653万円g．8％
20．3％

　　　　分担金
　　及ぴ負担金

蕪1

そ
の
讐
・
魂
編

とお∬93

歳入

そ
　
　
　
1
5
7
0
万
円

　
　
　
　
4
・
2
％

川西町
6454万円
17．2％

＋日町市￥

肝　8235万円

　48．5％

組合債の状況（総額2億5750万円

繰越金738万円

　
　
　
簿

　
　
　
計

　
　
　
嫁

…
A
回

茄
租

嶺
務

塾
畢

私たちのく

一部

十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
耀
綴
纏
含

歳入総額4億蒙蛾欝締
　　　　　　　　茎◎o％

個1

傘
％
鞠
鶏
再
鶉

犠
編
灘

び
　
伽
講
F

　
　
を

及
　
　
粛
驚
驚

金
、
的
箇
代

摂
　
　
牽
絹
松

分
　
　
｛

鐵燦繍劫金8．o％3鋤欝絹

％
需
、

爵
．
、

債
臆

含紐

％
湾

％
円

建
妬
鯉

　
　
％

費
％
円

　
　
◎
万

趨
。

態の難緯．5驚

務、％澄欝繁

費
臆

公燐勲

円
％

誘
。
8

嘉
2
9

と福　　祉
センター
4300万円
16．7％

係
他
円
％

関
　
万
5

防
の
⑳
吃

消
そ
3

7
1

舎
円

庁
筋
幅

防
伽
徐

消
－

共済組合
5940万円
23．1％

省
円
％

政
砺
。
4

郵
駕
3
0

円
　
万

　
80
％

省
9
5

　
　
　
　
じ

蔵
億
4
6

　
1

大

特別会計
　　　　（単位万円）

会計名 歳入 歳出 差引

総合福祉

センター
1458 1338 120

と畜場
事　　業

5652 5319 333

計 7110 6657 453

　　総合福祉センター利用状況

1・・…鳳

川
西
町
　
∬
人

中
里
村
謝
人

そ
の
他
麗
人

　
　
　
　
　
1

＋
日
町
市
　
餌
人

　
7
2

津
南
町
　
　
ユ
人

　
1
1

1．000

500

一
般
会
計

当初予算　　4億552万円

6月末予算　　4億552万円

9912万円（収入率24％）

8999万円（執行率22％）

収入済額

支出済額

特別会計
（単位万円）

会計名 当初予算 収入 支出

総合福祉
センター

1211 495 153

と畜場
事　　業

1737 404 242

　
前
項
に
引
き
続
き
、
一
部
事
務
組

合
組
織
で
あ
る
、
十
臼
町
地
域
広
域

事
務
組
ム
ロ
と
十
臼
町
市
・
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
十
臼
町
地
域
広
域
事
務
組
ム
ロ
と
は
、

十
日
町
甫
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中

里
村
が
資
金
を
出
し
あ
っ
て
運
営
し

て
い
る
組
合
で
、
消
防
、
と
畜
場
、

総
ム
ロ
福
祉
セ
ン
9
ー
の
各
事
業
を
行

な
つ
て
い
ま
す
。

　
十
臼
町
而
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
と
は
、
十
日
町
市
と
川
西
町
が
共

同
で
ご
み
、
し
尿
処
理
、
火
葬
場
の

運
営
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
組
合
で

松
代
町
の
委
託
処
理
も
し
て
い
ま
す
。



　
　
よ

う
④
撚
り
か
け
ー
テ
シ

　
　
ロ
と
ツ
ム
ジ
で
ツ

　
　
ム
を
す
っ
て
回
転

　
　
さ
せ
糸
に
撚
り
を

　
　
か
け
る
。

合驚・

　　齢”罰　　　⇔⑤手かせにかける一手か
一尋証＿し＼、叶　　　せに撚った糸をかけ・

夢　　　　　　　　　　　　糸の本数を数える。
　　隔

　
マ
イ
ワ

ρ
　
＼

羅騨
嶋繍

霧蕊

　　　｛‘
ヨ

離
、熔

、／

　　へ　だい
〈〉⑨経台にかける一1反

　　に必要な糸をきめる。

⇔
⑧
マ
イ
ワ
よ
り
糸
枠
に
巻

　
き
う
つ
す
。

2苧ひき一カラムシの
表皮を削って繊維

（青苧）をとりだす。

〆ヂ』・蕊響荒穐

⑦耕の墨付と耕・くびり一

　緋の紋様を染めるため
　に、糸に印をつけ、そ
　の部分をくくる。

吻⑪いざり機で織る。

⇔⑬綴表轍鉱麟
　　されるなど、名声を高め当地
　方の重要産業となった。

代
表
的
な
植
物

染
料
の
藍

　
　
け
ゆ
ム
に

⇔
⑩
機
ご
し
ら
い
（
お
さ
通
し
）

　
　
オ
サ
の
目
に
タ
テ
糸
を
一

　
　
づ
つ
通
す
。

…
一
勲

嘉黛、》一一
　　’嵜ンー望

　ちよ　ヨ
吻①苧麻一カラムシとも

　いい、ちぢみの原料
　　となった繊維植物。

吻⑥糸調べ一糸をよくわけて、も
　つれをなおす。

越
後
ち
ぢ
み
の
で
き
る
ま
て

r感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
は
雪
と
き
も
の
の
街
と
し
て
全
国
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
。
深
い
雪
に
閉

　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
じ
こ
め
ら
れ
た
、
永
い
冬
の
生
活
。
人
び
と
は
雪
を
恐
れ
、
雪
と
闘
う
暮
ら
し
の
な

》
ま
て
　
墾
繹
羅
講
鱗
騰
器
％
鷺
膿
牒
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
さ
れ
て
い
た
麻
織
物
ー
－
「
越
後
ち
ぢ
み
」
は
全
国
的
に
そ
の
名
が
知
れ
わ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
織
物
の
大
き
な
礎
と
な
っ
た
。

薩

繭
瀬
欝
ア
麟
翫
・

　
　
　
　
鑛
轍
罵
　
　
　
瓢
・
羅
拷

、一醸

■参考文献

　「越能山都登」
　「越後縮の工程」

　「工芸技術」
■構　　成

　広報協力員鈴木蘭
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1
内
ヤ
や04とお∬9お

急ピッ

チ
に
進
め
ら
れ
る

　
　
　
上
水
道
第
三
期
拡
張
工
事

猛暑で水道の使用量はうなぎのぽり

　水は、私たちが生活して行くためには欠くこ

とのできない大切な資源です。しかし、この水

も無尽蔵に得られるものではありません。

　また、特に夏場は隣の家から流れ出る汚

水等が気になり、市にも家庭の下水に関す

る苦情が増えています。　　　　　　　　　　1
　市では、現在「じゃ口からはたっぶり　　　1

出る水、使い終われば下水管で清潔に　　　　1

処理」を目ざした環境衛生面での二　　　　　i

つの大きな事業を進めています。　　　　　、

　
本
市
の
上
水
道
事
業
は
、
昭
和
三

十
一
年
に
は
じ
め
て
計
画
さ
れ
、
三

十
四
年
か
ら
二
千
世
帯
に
給
水
開
始

そ
の
後
、
給
水
戸
数
と
給
水
量
の
増

加
を
目
ざ
し
て
、
四
十
年
第
一
期
拡

張
事
業
を
、
さ
ら
に
四
十
一
年
度
か

ら
四
十
五
年
度
に
か
け
て
第
二
期
拡

張
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
、
地
場
産
業
で

あ
る
絹
織
物
の
生
産
も
順
調
に
伸
び
、

ま
た
、
最
近
の
核
家
族
化
現
象
に
よ

る
世
帯
数
の
増
加
と
、
山
間
へ
き
地

か
ら
市
街
地
へ
の
移
住
な
ど
に
よ
っ

て
、
上
水
道
区
域
の
人
口
増
加
、
生

上水道の基地一第1水源地

から下水遣へ

五
軒
新
田
地
内
に
新
設
さ
れ
た
送
水
館

活
水
準
の
向
上
に
よ
り
使
用
水
量
が

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
現
状
で
は
、
夏
期
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
冬
期
の
一
日
の
最
大

給
水
量
が
計
画
一
日
最
大
給
水
量
を

超
え
、
一
部
の
地
域
で
水
不
足
の
お

そ
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
度
に
は
現
在
の

二
倍
の
取
水
量

　
市
水
道
課
は
、
こ
う
し
た
使
用
水

量
の
増
加
と
水
不
足
の
現
状
に
対
処

す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
第
三
期
拡
張

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
十
年
を
目

標
に
し
た
十
ヵ
年
計
画
で
、
総
事
業

費
約
十
六
億
一
千
四
百
万
円
を
投
じ

新
水
源
地
四
ヵ
所
、
配
水
池
二
ヵ
所

の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年

度
に
は
、
一
日
の
取
水
量
を
現
在
の

二
倍
の
三
万
二
千
立
万
メ
ー
ト
ル
に

す
る
計
画
で
す
。

　
第
一
年
目
の
五
十
一
年
度
に
は
、

市
民
プ
ー
ル
西
側
に
第
六
水
源
地
新

設
と
第
【
水
源
地
の
西
側
に
着
水
池

　　　　　　　　　　　　　　　　溝津川多員的ダムに依存して確
ゾ50隼の水需要盤は　　　　　保を画る必要があります。
礎

　　量麿蘇警綾弊9杢弊蝶髄鵜清潮ダム
　　チームを綴成して総合的な再検　　　北陸地方建設局直轄調査の清
　　射を行ってきましたが、一この縫　津川ダムは、昨年から地質基盤
　　ど兇竃し想定がまとまりました。、の本格的調査に入っています。
　　　この見直しによると、下水道　　　ダムの高さ150劃臨。総貯水激
蜘辱や冷暖厨の普及に伸い、これか　　1億6000万㎡。搬内簸後、最大
卜

　　残の生活用水は急激に増茄し、　　規模の多泪的ダム≧して構想さ

　　ユ人“ヨ400から850珍平均730　れています。
隊
、

鋤泌勲見込んでいます・・本年の調査は樟ネノ囑融．
　　　糞鵡、嚢業絹水、工業窮水、　ボーリング調査、弾憧波試験が
　　磯驚繋鶏氷については、60隼に　　拡大輿施され、流糞測鑑。環境
　・お書ナる寮峯角の年襯総需褒糞は2　　綱1査など水没関係墓礎調査も行

　　億4000万㎡に達すると想定しま　　癒っています。
　　した。　　　　　　　　　　　　　　この清津川ダムは、巨大なダ
　　　こうした全体必翼水量に対し　ムのため特別慎重な測査が予定
　　て、その水源か4》みると河辮蘇．されており・着工までには数年
　　存で認％、塘下水に依存で11％　の継続調査が必饗とされていま
　　は纐霞保できます’が、残る36％、　　す。

　　綱00万㎡は市内に調達水源が考　　　市では、苗場山麓開発室を中
　　えられません。　　　　　　　　心として現在ダムか‘）の導水方
　　　将薬十β町市の水資源は心配　法と調整ダムの倖置について検
　　ないといえうように鯛達するに　討を進めています・

　　捻、難設省が調炎を進めている

　
　
　
　
蜥
舷

約
・
・
．
生

浦
準
，
繍

、燃

新
設
、
ま
た
着
水
池
か
ら
第
三
配
水

池
（
五
軒
新
田
地
内
）
ま
で
の
約
五

千
メ
：
ト
ル
の
送
水
管
新
設
工
事
を

完
了
。
二
年
目
の
現
在
は
、
第
七
水

源
地
新
設
（
第
六
の
北
約
二
百
五
十

メ
ー
ト
ル
の
地
点
）
、
配
水
管
新
設

（
約
二
千
三
百
メ
ー
ト
ル
）
、
第
三
配

水
池
新
設
工
事
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

今
年
中
に
は
、
日
量
八
千
立
方
メ
ー

ト
ル
を
確
保
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

関
浅
地
区
に
簡
易
水
道
を
新
設

　
市
で
は
、
こ
と
し
関
根
、
浅
ノ
平

両
部
落
に
簡
易
水
道
を
布
設
す
る
た

め
、
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家

が
井
戸
水
や
清
水
を
使
っ
て
い
ま
し

た
が
、
簡
易
水
道
が
完
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
し
て
き
れ
い
な
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

む」『ゴ『』βお（15

！使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
水
源
の
確
保
は
昨
年
度
完
了
し
、

今
年
度
は
去
る
七
月
中
旬
に
七
千
七

百
四
十
万
円
で
本
工
事
に
着
手
。

　
十
二
月
末
に
は
八
十
二
戸
（
計
画

給
水
人
口
四
百
二
十
人
）
、
消
火
栓
七

基
に
給
水
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

水
が
ム
ダ
に
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
上
水
道
は
、
第
三
期
拡
張
事
業
が

終
了
し
、
新
規
水
源
よ
り
通
水
が
お

こ
な
わ
れ
る
ま
で
は
、
使
用
水
量
は

季
節
に
よ
っ
て
は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
。
多
、
・
．
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
」
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そ
こ
で
、
そ
の
季
節
で
の
節
水
に

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
一
般
に
、
水
の
消
費
量
は
文
化
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
言
わ
れ
、
生
活

水
準
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
多
く
な

り
ま
す
．
た
と
え
ば
、
歯
を
み
が
く

時
の
水
道
の
流
し
っ
放
し
が
あ
り
ま

市
街
地
全
域
に
整
備
を
め
ざ
す
下
水
麺
謝

　都市の魅力の一つに下水道が完備され、水洗トイi

レで快適な毎日を送れることがありますが・わたしi

たちの十日町市でも、下水道整備を進めているといi

うことですが、現在どういうことをしているのでしi

ようか。　　　　　　　　　　　　一一市民より　i

　公共下水道は、河川の汚濁防止、環境衛生の向上、

し尿処理の合理化など公害を防ぐと同時に、きれいな

街づくり建設の大きな柱となります。
　市では、昭和49年から公共下水道の建設計画を進め

てきましたが、昨年から本格的に下水管埋設工事に入

りました。

　今年度は、管渠事業費1億1千万円で、去る6月か
ド、本町6丁目、稲荷町3丁目地内の道路に管径250か
ド、800ミリメートルの管渠の布設を進めています・

　また、こ4）事業の要となる終末処理場の建設につい
てはすでに用地買収．を終え、現在事業費9500万円で・

管径900ミリメートルの流入渠埋設工事を下川原地内
で行一・ています。さρ）に、この処理場の実施設計の一

部を日本下水道事業団に委託し、昭和54年度着工を目

標に計画を進めています。
　ド水道は、多額の建設費と長い年月を要しますが、

快適な市民生活を目ざして積極的に進めて行きたいと

思います。

　　　下水管布設工事に
　　　　　　　ご理解とご協力を！

　ド水管を、道路に布設するため、布設道路に面した
住民とは工事の内容説明や各種の問題点について事前

に話し合いを行いましたが、特に布設期問中は交通止

めになります。また、現在布設されている水道管等地

下埋設物の移設をしなければならない場合があります。

　市民のみなさんのご理解とご協力をお願いします・

す
。　

日
本
人
の
約
九
割
は
「
む
し
歯
」
所

有
者
と
い
わ
れ
、
「
一
日
三
回
、
食
後

三
分
以
内
に
三
分
間
み
が
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
く

ら
い
、
歯
み
が
き
が
盛
ん
な
こ
と
は

よ
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
歯
み
が
き

の
三
分
間
、
水
道
の
じ
ゃ
口
を
開
き

っ
放
し
と
い
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
た
っ
た
三
分
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
朝
晩
二
回
と
も
な
れ
ば
非
常
に

多
く
の
飲
料
水
が
何
ん
の
役
に
も
立

た
な
い
ま
ま
、
ム
ダ
に
流
さ
れ
る
、

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
一
分
間
に
じ
ゃ

口
全
開
の
場
合
約
二
十
リ
ッ
ト
ル
の

水
が
出
ま
す
）
み
ん
な
で
ム
ダ
の
水

を
流
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

お
宅
の
水
道
は
漏
水
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
漏
水
に
気
づ
か
ず
、
水
道
料
金
が

何
倍
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
例
が
時

々
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
の
発
見
の
方
法
は
「
じ
ゃ
口

を
全
部
し
め
て
、
メ
ー
タ
ー
器
を
見

ま
す
」
そ
の
時
、
メ
ー
タ
ー
が
回
っ

て
い
れ
ば
、
ま
ず
、
漏
水
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
時
は
、
水
道
工

事
店
に
連
絡
し
て
す
ぐ
に
修
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。
放
置
し
て
お
き
ま
す

と
だ
ん
く
大
き
く
な
り
、
料
金
も

か
さ
む
ば
か
り
で
す
。
一
度
た
し
か

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
の
施
設
は
、
メ
ー
タ
ー
ま
で

が
市
の
管
理
で
、
メ
ー
タ
ー
か
ら
先

は
、
あ
な
た
の
財
産
で
あ
り
、
あ
な

た
の
責
任
と
な
り
ま
す
．
ど
う
ぞ
よ

い
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。



1
内
ヤ
や04とお∬9お

急ピッ

チ
に
進
め
ら
れ
る

　
　
　
上
水
道
第
三
期
拡
張
工
事
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　市では、現在「じゃ口からはたっぶり　　　1

出る水、使い終われば下水管で清潔に　　　　1

処理」を目ざした環境衛生面での二　　　　　i

つの大きな事業を進めています。　　　　　、

　
本
市
の
上
水
道
事
業
は
、
昭
和
三

十
一
年
に
は
じ
め
て
計
画
さ
れ
、
三

十
四
年
か
ら
二
千
世
帯
に
給
水
開
始

そ
の
後
、
給
水
戸
数
と
給
水
量
の
増

加
を
目
ざ
し
て
、
四
十
年
第
一
期
拡

張
事
業
を
、
さ
ら
に
四
十
一
年
度
か

ら
四
十
五
年
度
に
か
け
て
第
二
期
拡

張
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
、
地
場
産
業
で

あ
る
絹
織
物
の
生
産
も
順
調
に
伸
び
、

ま
た
、
最
近
の
核
家
族
化
現
象
に
よ

る
世
帯
数
の
増
加
と
、
山
間
へ
き
地

か
ら
市
街
地
へ
の
移
住
な
ど
に
よ
っ

て
、
上
水
道
区
域
の
人
口
増
加
、
生

上水道の基地一第1水源地

から下水遣へ

五
軒
新
田
地
内
に
新
設
さ
れ
た
送
水
館

活
水
準
の
向
上
に
よ
り
使
用
水
量
が

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
現
状
で
は
、
夏
期
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
冬
期
の
一
日
の
最
大

給
水
量
が
計
画
一
日
最
大
給
水
量
を

超
え
、
一
部
の
地
域
で
水
不
足
の
お

そ
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
度
に
は
現
在
の

二
倍
の
取
水
量

　
市
水
道
課
は
、
こ
う
し
た
使
用
水

量
の
増
加
と
水
不
足
の
現
状
に
対
処

す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
第
三
期
拡
張

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
十
年
を
目

標
に
し
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十
ヵ
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計
画
で
、
総
事
業

費
約
十
六
億
一
千
四
百
万
円
を
投
じ

新
水
源
地
四
ヵ
所
、
配
水
池
二
ヵ
所

の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年

度
に
は
、
一
日
の
取
水
量
を
現
在
の

二
倍
の
三
万
二
千
立
万
メ
ー
ト
ル
に

す
る
計
画
で
す
。
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凸さわやかな朝の空気を吸いながら準備体操

　　　一「おはようサイクリング」の仲間たち
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　　正しい食事で貧血の防止

　こび）シーズンは日射病や貧血で倒れる人が多く、30～40代び）ll

婦などを中心にして座一・て仕事をしがちな人に多くなっています。

　特に市では、妊娠期の女性の貧血が多く、10人のうち6人もグ）

人が貧血症状を訴えています。

　貧血は、血液中グ）赤血球グ）減少又は血色素σ）減少をいい、貧血

び）中で最も多いのが鉄欠乏性貧血です。正しい食事で貧血を防き

健康な毎日を過ごしましょう。

　～なぜ貧血になるのか．

　　ロ出血（出産・胃かいようなど）で体内σ）鉄の損失が多い．

　　□胃酸グ）分泌が少ない。

　　ロ食事の状態がわるい。

　　ロ鉄、たん白質、ビタミンなど血液を造る成分グ）不足．

　～貧血を予防するために

　　◇緑黄色野菜、海そう、果物を1・分に食べましょう．

　　◇食事のバランスを考えましょう．

　　◇動物性食品を1一分に食べましょう．

　　◇偏食、む1）な減食、不規則な食事はやめましょう．

　　今日のおタ飯にどうぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　片栗粉　　　大さじ1．5杯

■材料（4へ分）　　　　　■調理法
ニラ　　　　　150g　　　　　①ひき肉に生姜みじん切、し
豚ひき肉　　　100g　　　　　　よう油をからめておく。
しkう油　　　　小さじ1．5杯　　②ニラは3㎝位に切る。
しkうがみじん切小さじ1杯　　③鍋に分量の湯（娼し汁）を煮
出し汁（水）　　　600cc（3C）　　　立たせ、ひき肉とニラを人

塩　　　　　小さじ1杯　　　れ再び煮立一・たら水どき片
しょう油　　　人さし1杯　　　栗粉でとろみを一）ける。
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早朝マラソンで健康づくり
　ド条地区（本町・為永）び）町内会では、

毎朝5時半からマラソンで健康づくり．
　下条本町から為永び）往復1．5km位を走

り続けてく、う4ヵ月。おかげで太りぎみ
び）お母さん、運動不足び）お父さんもだい

ぶ調子が良いと好評。

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

　
市
民
プ
ー
ル
は
、
平
日
は
午
後
八
時
ま
で
、
日

曜
日
は
午
後
七
時
ま
で
開
場
し
て
い
ま
す
が
、
つ

ぎ
の
期
間
に
つ
い
て
は
特
別
に
午
後
五
時
で
閉
場

し
ま
す
。

　
　
8
月
1
3
日
～
1
6
日
・
2
5
日
～
2
7
日



価
博
℃

（1◎とお∬』露3（第3種郵便物認可）昭和52年8月10日

わ
た
く
し
た
ち
と
健
康
つ
く
り
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
り
切
る
体
育
指
導
委
員

謹
』

羅
漁

　毒

　
日
頃
、
と
か
く
運
動
不
足
が

ち
に
な
っ
て
い
る
わ
た
く
し
た

ち
。

　
市
で
は
、
今
年
度
二
十
名
の

体
育
指
導
委
員
を
委
嘱
し
、
市

民
の
健
康
と
体
力
の
増
進
、
明

る
い
地
域
、
仲
間
づ
く
り
を
め

ざ
し
た
体
育
教
室
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
自
分
に
あ
っ
た
運

動
を
み
つ
け
、
こ
の
夏
を
の
り

き
る
と
と
も
に
、
健
康
な
毎
目

を
週
ご
し
ま
し
ょ
う
。

凸さわやかな朝の空気を吸いながら準備体操

　　　一「おはようサイクリング」の仲間たち

凸体育指導委員を先頭に

　　　　「さあ、出発だ∠〆」

ひ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
手
ほ
と
き
を
受
け
る
お
田
さ
ん
万

　
　
　
　
　
　
市
民
体
育
館
で
の
「
婦
人
体
育
教
室
」

O弓を引く手にも力がこもる

（第3種郵便物認可）昭和52年8月io日盈6∬g3
（1】の

ヘ
レ
未
－
匙
は
、
丞
の
お
田
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
汗
を
な
が
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

ひ

「
こ
う
す
る
と
、
う
ま
く
バ
ス
が
で
き
ま
す
」

　
　
　
　
中
条
小
学
校
で
の
「
婦
人
体
育
教
室
」

ワ月1回行われる体育指導委員会議

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
も
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
も
～
～
～
も
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
も
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
も
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　　正しい食事で貧血の防止

　こび）シーズンは日射病や貧血で倒れる人が多く、30～40代び）ll

婦などを中心にして座一・て仕事をしがちな人に多くなっています。

　特に市では、妊娠期の女性の貧血が多く、10人のうち6人もグ）

人が貧血症状を訴えています。

　貧血は、血液中グ）赤血球グ）減少又は血色素σ）減少をいい、貧血

び）中で最も多いのが鉄欠乏性貧血です。正しい食事で貧血を防き

健康な毎日を過ごしましょう。

　～なぜ貧血になるのか．

　　ロ出血（出産・胃かいようなど）で体内σ）鉄の損失が多い．

　　□胃酸グ）分泌が少ない。

　　ロ食事の状態がわるい。

　　ロ鉄、たん白質、ビタミンなど血液を造る成分グ）不足．

　～貧血を予防するために

　　◇緑黄色野菜、海そう、果物を1・分に食べましょう．

　　◇食事のバランスを考えましょう．

　　◇動物性食品を1一分に食べましょう．

　　◇偏食、む1）な減食、不規則な食事はやめましょう．

　　今日のおタ飯にどうぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　片栗粉　　　大さじ1．5杯

■材料（4へ分）　　　　　■調理法
ニラ　　　　　150g　　　　　①ひき肉に生姜みじん切、し
豚ひき肉　　　100g　　　　　　よう油をからめておく。
しkう油　　　　小さじ1．5杯　　②ニラは3㎝位に切る。
しkうがみじん切小さじ1杯　　③鍋に分量の湯（娼し汁）を煮
出し汁（水）　　　600cc（3C）　　　立たせ、ひき肉とニラを人

塩　　　　　小さじ1杯　　　れ再び煮立一・たら水どき片
しょう油　　　人さし1杯　　　栗粉でとろみを一）ける。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
い
た
と
け

左
．
村
山
ミ
、
ヨ
子
さ
ん
．
正
子
ち
ゃ
ん
（
新
座
4
）
　
を
つ
し
ん
つ

右
・
小
川
厚
子
さ
ん
・
朋
子
ち
ゃ
ん
（
尾
崎
）
　
　
方
に
で
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ん
組
き
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
さ
2
を
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
母
か
歯
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
お
ず
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
わ
は
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
そ
　
、
や
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と
は
　
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
供
人
が
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
子
い
た
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫
た
な
し
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
け
の
ま
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
も
受
歯
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
丑
慧
．
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
糧
瀦
“
が
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
、
児
と
か
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曙
灘
鋤
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
月
年
、
話
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
8
昨
ろ
に
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
る
・
こ
方
と
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
舷
匪
祉
翫
詑
掴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫
で
主
べ
母
く
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
し
調
お
が
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
て
　
　
み
る

早朝マラソンで健康づくり
　ド条地区（本町・為永）び）町内会では、

毎朝5時半からマラソンで健康づくり．
　下条本町から為永び）往復1．5km位を走

り続けてく、う4ヵ月。おかげで太りぎみ
び）お母さん、運動不足び）お父さんもだい

ぶ調子が良いと好評。

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

　
市
民
プ
ー
ル
は
、
平
日
は
午
後
八
時
ま
で
、
日

曜
日
は
午
後
七
時
ま
で
開
場
し
て
い
ま
す
が
、
つ

ぎ
の
期
間
に
つ
い
て
は
特
別
に
午
後
五
時
で
閉
場

し
ま
す
。

　
　
8
月
1
3
日
～
1
6
日
・
2
5
日
～
2
7
日



（1◎■■■■■とJr、∬93■■■■■■■■■■■■■（第3種郵便物認可）昭和52年8月1・日

　市内のあちこちの小中学校では、

夏期訓練が実施されました。体力づ

くりを目的に、普段の学習の場であ

る教室や体育館を、海や山に移して

醗ρ獣響難篶i募篶

水沢中学校（二

年生）では、恒例

た7月20日は、
残念な事に雨の

ため計画を変更
し屋．敷温泉に一

泊。でも翌日は
1央日青に、恵まれ、

希望者だけです
が 登山すること

になりまし六こ。

早朝5時半登山
開女台。　普・通なド）

　　　　　　お花畑を歩く水中の一行
3時間半から4時間かかるところ、2時間50分位で登頂に成功。
雨あがりび）山頂、遠くグ）・・イマツをながめながら食べたおにぎりの味は格別

でした。
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ce緑の学園”で
　　キヤンプ……

南中学校の2年生160名は、

7月23日から25日奥只見「緑
グ）学園」でキャンプを実施し

ました。標高1242mび）険しい

丸山を・汗と忍耐で越えてか　ち

らキャンプ入1）。2泊3日の　よ
　　　　　　　　　　つなかには、地ド発電所や電力
　　　　　　　　　　と館の見学、銀山湖グ）遊覧等の　一

社会科学習がありました。　　休

　　　　　　　　　　み　また夜はシリトリ歌合戦、

合唱コンクール、拍手で集ま

れ等、生徒び）企画による楽し

いゲームも行われました。

思い壱り夏を楽しもう
　“立秋は過ぎた”といってもまだまだ日中の暑さは続きます。寝

過ぎても休み過ぎても疲労はかえって増すものです。7月末から

　
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
　
　
り
、
野
球
な
ど
友
達
同
志
、
家
族
そ

て
、
か
ら
だ
を
き
た
え
る
絶
好
の
機
　
　
ろ
っ
て
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
も
た
く
さ

会
で
す
。
水
泳
や
キ
ャ
ン
プ
、
山
登
　
　
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
毎
日
の
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
中
で
規
則
正
し
く
生
活
し
て
行

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。

上
う

以
い
夏
　
　
　
　
　
　
　
夏
休
み
は
長
い
の
だ
、
と
思
っ
て

月
と
。
考
　
　
　
　
　
　
い
る
間
に
も
う
半
分
が
過
ぎ
て
し
ま

藤
鮮
嵐
す
戟
巽
薩
縛
↑

　
鞭
“
欄
皿
一

鵬
琳
驚
嘆
働
繊
謹
棚
却
辞
鍵
甥
赫
拷
硫
舘
郵

麟
欝
灘
圃
櫃
羅
麟
杜
袈

休
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花
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の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
は
夕
涼
み
と
並
ん
で
花
火
の
シ

蒙
禦
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ズ
ン
で
す
。
こ
の
季
節
に
な
る
と

、
曝
懸
　
、
難
難
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
花
火
の
消
費
料
が
増
加
す
る
と
と
も

藁
媛
．
、
麟
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
花
火
の
不
始
末
に
よ
る
出
火
も

に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

な
い
。

し
、
打
ち
上
げ
花
火
は
、
火

え
た
と
思
っ
て
も
上
か
ら
の

た
り
し
な
い
。

を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
絶

し
な
い
。

は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
。

こ
ろ
ん
だ
は
ず
み
に
発
火
し

た
ら
大
変
で
す
。
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い
日
は
や
ら
な
い
。

等
に
水
を
用
意
し
て
か
ら

oとやす
ならい
σ）な物

人いの

ま
す
。

火
薬
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

た
や
り
方
、
決
め
ら
れ
た

す
る
二
と
が
大
切
で
す
。

入
っ
て
い
る
箱
や
袋
、
あ

な
ど
に
書
い
て
あ
る
注
意

読
ん
で
、
特
に
つ
ぎ
の
こ

て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

人
や
建
物
に
向
け
た
り
し

こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て

■
毎
日
を
だ
ら
だ
ら
と
過
さ
な

■
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
．

■
暴
飲
暴
食
を
つ
つ
し
む
．

■
手
洗
い
、
う
が
い
を
実
行
す

　
る
。

■
な
ま
水
、
な
ま
物
は
さ
け
る
。

■
食
事
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
と
る
。

博
∀
℃

あ
る
所
や
狭
い

に
つ
い
て
い
て

本
間
久
子
先
生

　
　
　
　
　
（
水
沢
小
学
校
）

　
児
童
は
、
素
朴
で
お
も
い
や
り
が
あ
り

い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
う

少
し
新
し
い
こ
と
に
対
し
て
興
味
や
関
心

が
旺
盛
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
道
ば
た
の
小
さ
な
草
花
に
も
目

を
と
め
る
心
情
を
も
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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書
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。
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、
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私
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六
β
灘
と
織
惣
渉
ど
つ

璽
た
”
お
蓬
無
鯨
．
轡
慧
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違
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．
幡
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鑓
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考
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て
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遠
磐
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業
攣
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で
は
「
～
ら
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』
や
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畿
棄
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桀

ら
か
ぐ
優
雅
銘
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ら
れ
ま
攣
。
一
ぞ
の
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ら
か
さ
が
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の
ぎ
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幾
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縣
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。
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潟
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．
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。
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　、十日町がはしめての先

　生にちよつびり印象をた
　ずねてみました．．
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。
し
か
し
、
も
う

少
し
新
し
い
こ
と
に
対
し
て
興
味
や
関
心

が
旺
盛
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
道
ば
た
の
小
さ
な
草
花
に
も
目

を
と
め
る
心
情
を
も
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

羽
田
　
清
先
生

　
　
　
　
　
（
中
条
小
学
校
）

　
霧
と
湿
気
が
多
い
町
、
そ
し
て
各
戸
に

響
く
織
機
の
音
か
ら
婦
人
の
活
動
力
を
感

じ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
体
格
ば
あ
ま
り
よ

く
な
い
よ
う
で
す
が
、
素
直
さ
は
備
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
、

学
校
教
育
に
対
し
て
協
力
的
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

市
川
　
正
先
生

　
　
　
　
　
（
六
箇
小
塩
之
又
分
校
）

　
僻
地
の
学
校
に
勤
務
し
て
第
一
に
感
じ

た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
動
き
の
中
に

地
域
性
が
完
全
に
生
き
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
か
ら
得

ら
れ
る
直
接
経
験
を
、
身
に
つ
け
る
こ
と

の
で
き
る
学
習
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
長
谷
川
和
子
先
生

　
　
　
　
　
（
中
条
中
学
校
）

　
ま
ず
水
の
お
い
し
い
の
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
聞
い
て
み
る
と
、
伏
流
水
を
取

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、

学
校
で
廃
品
回
収
を
行
っ
た
時
の
こ
と
で

し
た
。
赤
や
青
に
染
ま
っ
た
新
聞
紙
が
た

く
さ
ん
出
た
の
を
見
て
、
さ
す
が
織
物
の

町
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
斉
藤
頼
繁
先
生

　
　
　
　
　
（
飛
一
小
三
ツ
山
分
校
）

　
私
は
今
、
初
め
て
十
日
町
を
訪
れ
た
日

の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
児
童
四
名
の

学
校
と
は
ど
ん
な
学
校
な
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
暖
か
な
地
域
の
人
に

囲
ま
れ
今
で
は
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
塚
爽
先
糞
、

　
　
　
　
　
肇
繕
糊
小
学
綾
）

　
教
議
生
活
蕊
牽
年
、
今
ま
で
に
北
魚
、

刈
羽
の
生
徒
た
ち
を
莞
て
き
ま
し
た
が
、

十
綴
驚
の
墜
ど
も
は
、
勉
の
子
ど
も
と
比

べ
て
鐵
”
勢
瓢
藩
皿
楚
と
い
う
書
葉
が
ぴ
っ
た

り
で
事
。
お
と
な
し
い
、
と
い
う
の
で
は

な
く
、
秦
痘
な
心
篭
欝
ち
就
難
薫
も
ら
齢

た
い
誘
懇
誠
薫
鷲
継

中
島
午
欝
愚
懲
縦
、
搭
義
・

　
　
　
　
　
総
下
条
寧
鍵
賛
騨
．
鰍
．

　
私
の
蒙
瓢
動
器
六
β
灘
と
織
惣
渉
ど
つ

璽
た
”
お
蓬
無
鯨
．
轡
慧
鶴
違
い

に
驚
い
轟
嘉
．
幡
毒
鑓
糠
撃
考

え
て
み
て
も
遠
磐
が
あ
識
業
攣
鑓
離
嶽
町

で
は
「
～
ら
ん
』
や
解
畿
棄
協
鰯
露
　
ど
桀

ら
か
ぐ
優
雅
銘
感
じ
ら
れ
ま
攣
。
一
ぞ
の
柔

ら
か
さ
が
そ
の
ぎ
ま
辮
幾
め
衡
翼
播
つ
な

が
っ
て
い
る
め
で
ぱ
癒
縣
で
。
驚
、
溝
う
か
。

大
山
　
糠
先
生

　
　
　
　
　
（
繋
二
小
枯
木
又
分
校
｝

　
こ
の
鰻
薄
灘
癖
潟
よ
り
赴
儀
い
た
し
ま

し
た
。
墨
地
の
環
焼
に
も
と
．
噸
く
子
ど
も

た
ち
の
自
然
鏡
は
、
町
の
そ
翻
と
は
少
し

違
う
よ
う
に
怨
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

考
え
方
と
良
分
の
考
え
方
を
ぶ
つ
緯
あ
い

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
山
で
の
生
活
に
つ

い
て
共
に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

程態です

　粛内の小中学校には、
　400人位の先生がいます。

　　これらの先生の中には
．1今年はし1めて、先生にな

　られた入や、布外からは

　しめて十日町に赴任され
　た入などがいます。

　、十日町がはしめての先

　生にちよつびり印象をた
　ずねてみました．．
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低
経
済
成
長
の
な
か
、
地
万
自
治
体

の
財
政
ひ
っ
ば
く
は
以
前
と
し
て
続
い

て
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の
市
で

も
ご
多
分
に
も
れ
ず
苦
し
い
台
所
事
情

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
一
般
経
営
経
費
を

極
力
抑
制
し
な
が
ら
、
教
育
．
民
生
、

士
木
賛
等
の
建
設
的
投
資
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
教
育
費
関
係
で
現
在
進
め
て
い

る
市
の
事
業
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

　
市
立
中
条
中
学
校
（
野
村
義
平
校

長
、
生
徒
数
二
百
九
十
一
人
）
は
、

昭
和
二
十
二
、
二
十
三
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
こ
の
ほ
ど
校
舎
の
改
築
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
、
今
年
度
と
来
年
度
の
二

ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
、
総
工
費
二

億
一
千
七
百
四
十
万
円
で
普
通
教
室

⑯
保
健
室
ω
図
書
室
O
D
な
ど
を
備
え

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
校

舎
を
、
五
十
三
年
七
月
末
頃
に
完
成

さ
せ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
場
所
は
、
現
在
の
校
舎
の
裏

を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
生
徒
の
勉

　　カラー群髪の逓学欝
　東小前の市道四日町新田岡入線は、
きれいに舗装されて完工。

　この道路は、特に東小の児童の大事
な通学路となっているため、歩道部分
をチョコレート色にするなど除雪や交
通安全に工夫をこらしたものです。

鵜

元気に泳ぐ東小の児童
　東小学校に待望のプールがこのほど

完成。幅13m長さ25mのこのプールは
約2500万円の工費て、水泳シーズンに間

に合うよう急いて工事を進めていたもの。

　連日の暑さの中、楽しい水しぶさがグラウ

ントにひひいている。

学
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
五
十
三
年
の
新
学
期
に
は
、

普
通
教
室
二
と
保
健
室
一
を
使
用
で

新
年
開
館
を
め
ざ
す

　
　
　
　
ー
1
下
条
地
区
公
民
館

　
中
条
、
川
治
地
区
公
民
館
に
続
い

て
計
画
さ
れ
た
下
条
地
区
公
民
館
は
、

去
る
七
月
十
八
日
に
着
工
。
五
十
三

年
一
月
開
館
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ

着　　工　　昭和52年7月18日

竣工予定　　昭和52年12月

構造鉄筋コンクリート2階建
建築薗積　　349．42㎡

延面積　709．6㎡
　【1階】事務室・図書室兼談話室・集会室

　　　　（和室）・工作室・機械室

　【2階】講堂・学習室・調理実習室・小集

　　　　会室（和室）

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
総
工
費
は
八
千
二
百
万
円
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
で
、
玄
関
ポ

ー
チ
が
二
階
ま
で
吹
き
ぬ
け
の
モ
ダ

ン
な
建
物
と
な
り
ま
す
。

老
人
い
こ
い
の
家
を
兼
ね
た

施
設

　
下
条
地
区
公
民
館
は
、
地
域
住
民

の
生
涯
教
育
の
場
と
し
て
公
民
館
機

能
が
中
心
と
な
っ
た
施
設
で
す
が
、

同
時
に
お
と
し
よ
り
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
城
の
人
た
ち
の
集
い
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
浴

室
や
日
本
問
な
ど
を
配
置
し
て
あ
り

ま
す
。

　
一
階
に
は
、
公
民
館
事
務
室
、
図

書
室
兼
談
話
室
、
四
十
五
帖
の
広

き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
校
舎
は
市
内
で
も
珍

し
い
全
館
電
気
暖
房
と
な
り
ま
す
。

問
、
浴
室
、
焼
物
や
木
工
、
美
術
な

ど
が
で
き
る
工
作
室
。

　
二
階
に
は
、
学
級
、
講
座
、
講
習

な
ど
の
学
習
や
会
議
が
で
き
る
講
堂

と
学
習
室
、
調
理
実
習
室
、
お
茶
や

活
花
な
ど
に
利
用
で
き
る
十
五
帖
の

和
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
屋
上
も
民
踊
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
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飛
渡
地
区
は
、
地
域
が
点
在
し
て
い
る
た
め
分
館
活

動
を
重
点
に
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

地
区
館
は
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
地
域

の
み
な
さ
ん
の
学
習
や
グ

ル
ー
プ
活
動
に
地
域
の
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
て
い
ま

明るい農村めざして…
噸飛渡地区公民館噸中地域づくりのセンター

す
。
活

動
の
中

か
ら
い

く
つ
か

を
．
こ
紹

介
し
ま

す
。

　
料
理
教
室
で
は
、

数
名
が
、

あ
い
あ
い

　
枯
木
又
婦
人
学
級
で
は
、
自
分
達

で
枯
木
又
を
調
べ
る
学
習
を
し
て
い

ま
す
。
専
門
家
の
話
を
聞
い
て
知
識

を
深
め
な
が
ら
、
お
と
し
よ
り
に
聞

い
て
そ
れ
を
ま
と
め
る
。
書
く
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

達
で
力
を
合
わ
せ
て
や
る
こ
と
に
、

楽
し
み
や
や
り
が

い
を
見
い
だ
し
て

い
ま
す
。

　
調
べ
た
こ
と
を

小
冊
子
に
ま
と
め

昨
年
は
「
枯
木
又
を
調
べ
る
」
f
そ

の
二
ー
を
出
し
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
東
部
婦
人
学
級
で

は
健
康
の
問
題
と
地
域
凌
見
な
お
し

て
ゆ
く
学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

講飾の話しに耳を傾ける枯木又婦人学級

を
作
ろ
う
と
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。

無 　
　
　
　
家
族
の
健
康
を
守
る
立
役
看
二
十

昨
年
完
成
し
た
実
習
室
で
、
毎
月
一
回
和
気

に
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
婦
人
の
た
め
の
講
座
で
は
活
花

や
習
字
、
民
謡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
ど
り
や
唄
を

次
代
に
伝
え
て
行
こ
う
と
、
地
元
の
伝
承
者

を
講
頗
に
郷
土
民
よ
う
講
座
を
月
三
回
開
い

て
い
ま
す
。
「
は
ね
お
け
さ
」
「
あ
わ
せ
お
け
さ
」

な
ど
、
歌
っ
た
り
、
お
ど
っ
た
り
楽
し
く
習

っ
て
お

り
、
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

を
広
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

こ
の
池
に
は
、

05

本
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

　
つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
に

本
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
〈
敬
称
略
V

　
　
　
（
四
月
～
七
月
二
十
目
ま
で
）

　
中
沢
サ
チ
子
（
学
校
町
）
高
木
国

保
（
田
川
町
三
）
阿
部
進
（
若
宮
町
）

清
水
屋
旅
館
（
昭
和
町
三
）
湯
沢
喜

一
（
本
町
東
一
）
野
上
書
店
（
駅
通

り
）
佐
藤
と
も
子
（
本
町
六
）
萱
森

姫
さ
の
（
高
田
町
一
）
山
内
写
真
館

（
本
町
二
）
　
根
津
ミ
サ
ヲ
（
田
川
町

三
）
星
野
元
一
（
下
山
）
南
雲
金
一

（
田
中
町
東
）
磯
幸
雄
（
北
新
田
）

越
村
英
子
（
中
条
中
町
）
岡
元
真
弓

（
田
川
町
三
）
大
島
芳
邦
（
田
中
本

通
り
）
内
山
仙
吉
（
本
町
四
）
関
口

奈
々
子
（
昭
和
町
四
）
児
玉
た
か
子

．
（
住
吉
町
）
春
日
由
三
（
小
泉
）
水
落

利
枝
（
寿
町
）
関
ロ
ミ
ツ
（
泉
町
）

立
教
大
学
博
物
館
研
究
室
、
匿
名
六

人
。

　　八箇小に＝もプール完成

　八箇小学校（佐藤正二校長）にも、この
ほど幅9m、長さ20mの簡易プールが完成。
　去る7月16日に喜びのプール開きが・行
われた。この日は、南中水泳部の模範水泳
を見学した後、労力奉仕など建設に汗を流
した父兄の見まもる中、初泳ぎを楽しみま
した。

十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
二
十
万
円
寄
付

なごやかに料理教室

　
こ
の
ほ
ど
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
公
民
館
図
書
購
入
資
金
と

し
て
市
に
二
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。

成
人
男
子
対
象
で
、
稲
作
を
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
人
達
の
集
ま
り
で
、

稲
作
り
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
を
見
な
お
そ
う
と
学
習
を
し
て
い

る
稲
作
講
座
や
お
と
し
よ
り
の
た
め

の
講
座
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
、
四
つ
の
分
館
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
分
館
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
親
子
文
庫
や
冬
期
間

に
は
「
わ
ら
ぼ
し
」
「
若
芽
」
「
ま
た

た
び
｝
な
ど
の
婦
人
の
文
集
活
動
も

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
〈
波
形
〉

市民大学講座

これでいいのか？
………こどもの教育

1
8月19日

（金）

戦後教育の功
罪を問う

国立社会教育研修所
主幹

俵谷正樹

2
8月24日

（水）

地域社会に教
育力はあるか

東京学芸大学助教授

小林文人

3
9月1日

（木）

パネルディスカツシヨン

父親の権威と
は何か

前橋育英学院短期大
学教授

玉井成光ほか

4
9月9日

（金）

受験戦争はな
くなるか

新潟大学教授

榊田久雄

■時間・夜7時～9時／■場所・十日町市公民館（本館）

＊申し込み　①希望者は申込書で公民館本館または地区館に
　　　　　　申し込んでください。
　　　　　②電話申し込みでもけっこうです．
　　　　　③お問い合才）せは公民館本館（市内学校町　8

　　　　　　7－5011）までお願いします。

團
回
國
團
囲
國
囲
囹
圃

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
1

　
郵
政
省
は
、
次
代
を
担
う
児
童
、

生
徒
に
郵
便
貯
金
な
ど
の
貯
蓄
の
意

義
と
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
貯
蓄
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
さ
せ
る
と
と

も
に
、
児
童
、
生
徒
の
造
形
的
な
創

造
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

つ
ぎ
の
と
お
り
、
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯

金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
小
中
学
生

　
応
募
作
品
　
新
し
く
楽
し
い
ア
イ

デ
ア
が
生
か
さ
れ
た
貯
金
箱
で
、
大

き
さ
は
一
辺
の
長
さ
二
十
五
㎝
以
内
。

作
品
の
適
当
な
場
所
に
氏
名
、
所
属

学
校
名
、
学
年
を
明
記
す
る
か
、
適

宜
の
用
紙
に
記
入
し
て
は
る
こ
と
．

　
応
募
先
　
応
募
者
は
、
原
則
と
し

て
所
属
学
校
を
通
じ
最
寄
り
の
郵
便

局
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
品
の
締
切
り
　
九
月
十
日
。
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低
経
済
成
長
の
な
か
、
地
万
自
治
体

の
財
政
ひ
っ
ば
く
は
以
前
と
し
て
続
い

て
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の
市
で

も
ご
多
分
に
も
れ
ず
苦
し
い
台
所
事
情

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
一
般
経
営
経
費
を

極
力
抑
制
し
な
が
ら
、
教
育
．
民
生
、

士
木
賛
等
の
建
設
的
投
資
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
教
育
費
関
係
で
現
在
進
め
て
い

る
市
の
事
業
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

　
市
立
中
条
中
学
校
（
野
村
義
平
校

長
、
生
徒
数
二
百
九
十
一
人
）
は
、

昭
和
二
十
二
、
二
十
三
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
こ
の
ほ
ど
校
舎
の
改
築
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
、
今
年
度
と
来
年
度
の
二

ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
、
総
工
費
二

億
一
千
七
百
四
十
万
円
で
普
通
教
室

⑯
保
健
室
ω
図
書
室
O
D
な
ど
を
備
え

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
校

舎
を
、
五
十
三
年
七
月
末
頃
に
完
成

さ
せ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
場
所
は
、
現
在
の
校
舎
の
裏

を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
生
徒
の
勉

　　カラー群髪の逓学欝
　東小前の市道四日町新田岡入線は、
きれいに舗装されて完工。

　この道路は、特に東小の児童の大事
な通学路となっているため、歩道部分
をチョコレート色にするなど除雪や交
通安全に工夫をこらしたものです。

鵜

元気に泳ぐ東小の児童
　東小学校に待望のプールがこのほど

完成。幅13m長さ25mのこのプールは
約2500万円の工費て、水泳シーズンに間

に合うよう急いて工事を進めていたもの。

　連日の暑さの中、楽しい水しぶさがグラウ

ントにひひいている。

学
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
五
十
三
年
の
新
学
期
に
は
、

普
通
教
室
二
と
保
健
室
一
を
使
用
で

新
年
開
館
を
め
ざ
す

　
　
　
　
ー
1
下
条
地
区
公
民
館

　
中
条
、
川
治
地
区
公
民
館
に
続
い

て
計
画
さ
れ
た
下
条
地
区
公
民
館
は
、

去
る
七
月
十
八
日
に
着
工
。
五
十
三

年
一
月
開
館
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ

着　　工　　昭和52年7月18日

竣工予定　　昭和52年12月

構造鉄筋コンクリート2階建
建築薗積　　349．42㎡

延面積　709．6㎡
　【1階】事務室・図書室兼談話室・集会室

　　　　（和室）・工作室・機械室

　【2階】講堂・学習室・調理実習室・小集

　　　　会室（和室）

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
総
工
費
は
八
千
二
百
万
円
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
で
、
玄
関
ポ

ー
チ
が
二
階
ま
で
吹
き
ぬ
け
の
モ
ダ

ン
な
建
物
と
な
り
ま
す
。

老
人
い
こ
い
の
家
を
兼
ね
た

施
設

　
下
条
地
区
公
民
館
は
、
地
域
住
民

の
生
涯
教
育
の
場
と
し
て
公
民
館
機

能
が
中
心
と
な
っ
た
施
設
で
す
が
、

同
時
に
お
と
し
よ
り
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
城
の
人
た
ち
の
集
い
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
浴

室
や
日
本
問
な
ど
を
配
置
し
て
あ
り

ま
す
。

　
一
階
に
は
、
公
民
館
事
務
室
、
図

書
室
兼
談
話
室
、
四
十
五
帖
の
広

き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
校
舎
は
市
内
で
も
珍

し
い
全
館
電
気
暖
房
と
な
り
ま
す
。

問
、
浴
室
、
焼
物
や
木
工
、
美
術
な

ど
が
で
き
る
工
作
室
。

　
二
階
に
は
、
学
級
、
講
座
、
講
習

な
ど
の
学
習
や
会
議
が
で
き
る
講
堂

と
学
習
室
、
調
理
実
習
室
、
お
茶
や

活
花
な
ど
に
利
用
で
き
る
十
五
帖
の

和
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
屋
上
も
民
踊
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
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飛
渡
地
区
は
、
地
域
が
点
在
し
て
い
る
た
め
分
館
活

動
を
重
点
に
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

地
区
館
は
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
地
域

の
み
な
さ
ん
の
学
習
や
グ

ル
ー
プ
活
動
に
地
域
の
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
て
い
ま

明るい農村めざして…
噸飛渡地区公民館噸中地域づくりのセンター

す
。
活

動
の
中

か
ら
い

く
つ
か

を
．
こ
紹

介
し
ま

す
。

　
料
理
教
室
で
は
、

数
名
が
、

あ
い
あ
い

　
枯
木
又
婦
人
学
級
で
は
、
自
分
達

で
枯
木
又
を
調
べ
る
学
習
を
し
て
い

ま
す
。
専
門
家
の
話
を
聞
い
て
知
識

を
深
め
な
が
ら
、
お
と
し
よ
り
に
聞

い
て
そ
れ
を
ま
と
め
る
。
書
く
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

達
で
力
を
合
わ
せ
て
や
る
こ
と
に
、

楽
し
み
や
や
り
が

い
を
見
い
だ
し
て

い
ま
す
。

　
調
べ
た
こ
と
を

小
冊
子
に
ま
と
め

昨
年
は
「
枯
木
又
を
調
べ
る
」
f
そ

の
二
ー
を
出
し
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
東
部
婦
人
学
級
で

は
健
康
の
問
題
と
地
域
凌
見
な
お
し

て
ゆ
く
学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

講飾の話しに耳を傾ける枯木又婦人学級

を
作
ろ
う
と
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。

無 　
　
　
　
家
族
の
健
康
を
守
る
立
役
看
二
十

昨
年
完
成
し
た
実
習
室
で
、
毎
月
一
回
和
気

に
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
婦
人
の
た
め
の
講
座
で
は
活
花

や
習
字
、
民
謡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
ど
り
や
唄
を

次
代
に
伝
え
て
行
こ
う
と
、
地
元
の
伝
承
者

を
講
頗
に
郷
土
民
よ
う
講
座
を
月
三
回
開
い

て
い
ま
す
。
「
は
ね
お
け
さ
」
「
あ
わ
せ
お
け
さ
」

な
ど
、
歌
っ
た
り
、
お
ど
っ
た
り
楽
し
く
習

っ
て
お

り
、
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

を
広
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

こ
の
池
に
は
、

05

本
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

　
つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
に

本
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
〈
敬
称
略
V

　
　
　
（
四
月
～
七
月
二
十
目
ま
で
）

　
中
沢
サ
チ
子
（
学
校
町
）
高
木
国

保
（
田
川
町
三
）
阿
部
進
（
若
宮
町
）

清
水
屋
旅
館
（
昭
和
町
三
）
湯
沢
喜

一
（
本
町
東
一
）
野
上
書
店
（
駅
通

り
）
佐
藤
と
も
子
（
本
町
六
）
萱
森

姫
さ
の
（
高
田
町
一
）
山
内
写
真
館

（
本
町
二
）
　
根
津
ミ
サ
ヲ
（
田
川
町

三
）
星
野
元
一
（
下
山
）
南
雲
金
一

（
田
中
町
東
）
磯
幸
雄
（
北
新
田
）

越
村
英
子
（
中
条
中
町
）
岡
元
真
弓

（
田
川
町
三
）
大
島
芳
邦
（
田
中
本

通
り
）
内
山
仙
吉
（
本
町
四
）
関
口

奈
々
子
（
昭
和
町
四
）
児
玉
た
か
子

．
（
住
吉
町
）
春
日
由
三
（
小
泉
）
水
落

利
枝
（
寿
町
）
関
ロ
ミ
ツ
（
泉
町
）

立
教
大
学
博
物
館
研
究
室
、
匿
名
六

人
。

　　八箇小に＝もプール完成

　八箇小学校（佐藤正二校長）にも、この
ほど幅9m、長さ20mの簡易プールが完成。
　去る7月16日に喜びのプール開きが・行
われた。この日は、南中水泳部の模範水泳
を見学した後、労力奉仕など建設に汗を流
した父兄の見まもる中、初泳ぎを楽しみま
した。

十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
二
十
万
円
寄
付

なごやかに料理教室

　
こ
の
ほ
ど
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
公
民
館
図
書
購
入
資
金
と

し
て
市
に
二
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。

成
人
男
子
対
象
で
、
稲
作
を
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
人
達
の
集
ま
り
で
、

稲
作
り
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
を
見
な
お
そ
う
と
学
習
を
し
て
い

る
稲
作
講
座
や
お
と
し
よ
り
の
た
め

の
講
座
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
、
四
つ
の
分
館
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
分
館
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
親
子
文
庫
や
冬
期
間

に
は
「
わ
ら
ぼ
し
」
「
若
芽
」
「
ま
た

た
び
｝
な
ど
の
婦
人
の
文
集
活
動
も

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
〈
波
形
〉

市民大学講座

これでいいのか？
………こどもの教育

1
8月19日

（金）

戦後教育の功
罪を問う

国立社会教育研修所
主幹

俵谷正樹

2
8月24日

（水）

地域社会に教
育力はあるか

東京学芸大学助教授

小林文人

3
9月1日

（木）

パネルディスカツシヨン

父親の権威と
は何か

前橋育英学院短期大
学教授

玉井成光ほか

4
9月9日

（金）

受験戦争はな
くなるか

新潟大学教授

榊田久雄

■時間・夜7時～9時／■場所・十日町市公民館（本館）

＊申し込み　①希望者は申込書で公民館本館または地区館に
　　　　　　申し込んでください。
　　　　　②電話申し込みでもけっこうです．
　　　　　③お問い合才）せは公民館本館（市内学校町　8

　　　　　　7－5011）までお願いします。

團
回
國
團
囲
國
囲
囹
圃

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
1

　
郵
政
省
は
、
次
代
を
担
う
児
童
、

生
徒
に
郵
便
貯
金
な
ど
の
貯
蓄
の
意

義
と
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
貯
蓄
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
さ
せ
る
と
と

も
に
、
児
童
、
生
徒
の
造
形
的
な
創

造
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

つ
ぎ
の
と
お
り
、
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯

金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
小
中
学
生

　
応
募
作
品
　
新
し
く
楽
し
い
ア
イ

デ
ア
が
生
か
さ
れ
た
貯
金
箱
で
、
大

き
さ
は
一
辺
の
長
さ
二
十
五
㎝
以
内
。

作
品
の
適
当
な
場
所
に
氏
名
、
所
属

学
校
名
、
学
年
を
明
記
す
る
か
、
適

宜
の
用
紙
に
記
入
し
て
は
る
こ
と
．

　
応
募
先
　
応
募
者
は
、
原
則
と
し

て
所
属
学
校
を
通
じ
最
寄
り
の
郵
便

局
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
品
の
締
切
り
　
九
月
十
日
。
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讐
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吋
ん

　市内の小中学校では、学校教育の一

環として完全給食化が進められてき、

現在では、20力校（分校を含む）で学校

給食が実施されています。

　これらの学校のうち、十日町小など

14力校については、バンによる給食で

すが、文部省の指導などに合わせ2学

期から週1回米飯給食を実施すること

になり、夏休み前の去る7月18日（月）

に、十小・川治小・西小の3ヵ校て米

飯給食の試行が行なわれました．

ド
し

知』、
　瓶幅

一玉　　　　　糟■幽瞳　　噛』　　　　　　　　　　　　　　　　ノ「　・」■■■

中学生130g・小学生高学年100g・’j学生低学年90g（パン屋さんか米飯を炊く）給食メモ／米飯の量

　
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
と
国
民
の
食
生
活
の

改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
始
め
ら
れ
、
本
市
で
は
昭
和
三
十

八
年
に
初
め
て
旧
大
井
田
小
、
川
治

小
、
鐙
島
小
の
三
ヵ
校
で
完
全
給
食

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
来
、
父
兄
の
要
望
等
と
合
わ
せ
、

完
全
給
食
化
を
進
め
て
き
、
現
在
で

は
分
校
も
含
め
て
小
中
三
十
五
ヵ
校

の
う
ち
二
十
ヵ
校
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
由
間
部
の
六
ヵ
校
（
。
ハ
ン
を
運

べ
な
い
た
め
最
初
か
ら
米
飯
給
食
）

を
除
い
た
十
四
ヵ
校
は
パ
ン
を
主
食

と
し
た
給
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
学
期
か
ら
週
一
回
の
米
飯

　
し
か
し
、
最
近
の
食
生
活
や
食
糧

事
情
の
変
化
に
伴
い
、
文
部
省
は
、

食
事
内
容
の
多
様
化
を
図
り
、
栄
養

に
配
慮
し
た
米
飯
の
正
し
い
食
事
の

十日町小5年3組の児童に

質問してみました。＜37名＞

　　　＜柳カズエ先生＞

癖ご飯とバンの給食では、どちらがいい

　ですか？

　　ご飯35名　・ノてン2名

毎
蓼
、～

～

順序よく並んで全て児童達が準備する

－’””一”一”一一噛＝””一’，一：給食当番

7月18日のメ＿ユー　・
　　　　　　　：　根津　宏くん
r吊力レーライス：井口芳行くん
　　　　　＿　　：　池田　靖くん
轟イカフフイi庭野努くん
晶塩もみキ†・ベツi　根津光昭くん
　　　　　　　：　島田佐保さん
轟牛　乳　　i滝沢佳代子さん

あ
り
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
の

見
地
か
ら
、
米
飯
を
学
校
給
食
制
度

上
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
十
日
町
市

学
校
給
食
会
で
も
米
飯
給
食
実
施
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
夏
休

み
明
け
の
二
学
期
か
ら
週
一
回
、
学

校
に
よ
り
曜
日
を
変
え
て
パ
ン
を
米

飯
に
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

癖今朝の食事がバンの人は？

　　　　　　　　8名

癖1週悶に米飯給食は、何回位がいいで

　すか？

＼　　ほとんどの人が1回　　ノ

児童の意見

い
た
だ
き
ま
ー
す
。

　
九
月
実
施
に
先
だ
ち
、
去
る
七
月

十
八
日
に
行
わ
れ
た
試
行
で
は
、
こ

れ
ま
で
赤
飯
な
ど
が
数
回
あ
っ
た
と

は
い
え
、
「
白
い
ご
飯
」
は
初
め
て
と

あ
っ
て
、
児
童
も
緊
張
ぎ
み
。

　
十
日
町
小
学
校
で
も
、
こ
の
日
は

午
前
中
の
授
業
を
早
め
に
終
え
、
給

食
当
番
を
中
心
に
手
ぎ
わ
よ
く
準
備

し
ま
し
た
が
、
肝
心
の
、
こ
飯
が
遅
れ

て
四
十
分
も
お
あ
ず
け
。

　
一
時
近
く
に
、
こ
飯
が
届
く
と
、
待

ち
か
ね
た
と
ば
か
り
に
盛
り
つ
け
、

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」
と
元
気
よ
く
試

食
の
開
始
．

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
子
ど
も

た
ち
の
大
好
物
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

あ
っ
て
か
、
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
と
フ

ォ
ー
ク
を
進
め
ま
し
た
。

庭野　努くん
　《米飯給食》すき

　《わけ》　　べんとうみたいに食べず）れ

　　　　　　るから

徳永和代さん
　《米飯給食》すき

　《わけ》　　コッペパンはキライ、コッ

　　　　　　ペパンよりましだから。

関ロ明美さん
　《米飯給食》きらい

　《才）け》　　朝と夜、米飯なんだから昼

　　　　　　ぐらいパンでもよいと思う

　　　　　　それとパンがすきだから。

庭野善広くん
　《米飯給食》すき

　《わけ》　　パンみたいにちぎらなくて

　　　　　　すむし、たべやすいから

佐藤洋子さん
　《米飯給食》すき

　《才）け》　　塩をかけて食べるとすごく

　　　　　　おいしい。それとやわらか

　　　　　　くておいしいからです。

4

（第3種郵便物認可）昭和52年8月10日とお∬』βお

　
市
は
今
年
、
全
国
で
四
十
五
ヵ
所

の
一
つ
と
し
て
十
日
町
市
中
魚
沼
郡

一
円
を
、
「
中
核
林
業
振
興
地
域
」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、
将
来
地
域
全
体
の
発
展

の
中
核
的
役
割
り
を
担
う
と
見
込
ま

れ
る
林
業
地
に
お
い
て
、
山
林
所
有

者
と
関
係
業
者
及
び
森
林
組
合
そ
の

他
関
連
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
優

良
林
業
地
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
で
、

国
、
県
が
当
地
域
育
成
の
た
め
、
諸

施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
内
の
山
林

の
内
、
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
地

区
を
］
つ
の
単
位
と
し
て
、
そ
の
内

む
こ
う
五
ヵ
年
間
に
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
面
積
に
植
林
や
育
林
ま
た

は
伐
採
が
行
わ
れ
る
地
区
を
、
県
が

「
総
合
施
業
団
地
」
と
し
て
認
め
ま

す
。
な
お
「
総
合
施
業
団
地
」
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
市
内
全
体
山

林
の
内
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
地
区

を
ま
ず
、
中
心
的
に
林
業
振
興
を
は

か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
総
合
施
業
団
地
内
の
「
森

林
施
業
計
画
」
を
樹
立
す
る
た
め
に
、

森
林
組
合
で
は
関
係
山
林
所
有
者
全

員
か
ら
、
樹
立
に
つ
い
て
同
意
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
者
に
は
後
日
森
林
組
合
よ
り
お
願

年金額は9．4％アップ

勿
　
西

ケ
　
　
イ

23

い
し
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
山
林
を
所
有
し
て

い
る
方
の
、
林
業
に
つ
い
て
の
意
向

等
を
知
る
た
め
に
、
「
林
家
カ
ー
ド
」

調
査
を
近
日
中
に
市
役
所
か
ら
お
願

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
山
林
は
、
市
総
面
積
の
五

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、

杉
林
な
ど
の
人
工
林
は
わ
ず
か
二
十

瓦
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
既

に
人
工
林
と
な
っ
て
い
る
所
で
は
粗

放
な
状
態
が
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
山
林
労
働
が
過
酷
で
収
益

ま
で
に
長
期
間
か
か
る
こ
と
、
所
有

地
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
や
、
林
道

の
不
足
等
が
原
因
し
て
い
ま
し
た
。

　国民年金は、毎年改善

が行われてきましたが、

ことしも国民年金法が改

正され、7月から拠出制
の老齢、障害、母子、準

母子、遺児、寡婦などの

年金額が9．4％増額され

ました。

　これは、昭和51年度の

るためのもので、年金額

ヵ月早い7月から実施さ

　また、年金額の引上げ

年4月から2，730円にな
　この額は、昨年の法改

ていた月2，500円に、物

された額です。

　一方、福祉年金（老齢

ても、物価上昇率9．4％

　年金額の引き上げ時期

ρ）実施されますので、9

年金がさっそく受け取れ

　それかド）、これまで福

月、9月の年3回でした
12月に変更され、今後は

とになります。また、暮

すれば11月に年金を受け

、昭和51年度の物価上昇による目減りを補充す

もので、年金額の引き上げ時期も、昨年より2

7月から実施されました．

年金額の引上げに伴って、保険料額は、昭和53

ら2，730円になります。

は、昨年の法改正で昭和53年4月から予定され

2，500円に、物価スライド分の9．4％がプラス

、　　、　　ノ　Q

福祉年金（老齢や障害、母子、準母子）につい

価上昇率9．4％を上まわる改善が図られました。

奪の引き上げ時期は、昨年より2ヵ月早く8月か

1れますので、9月の支払い期には、増額された

1っそく受け取れます。

・ド）、これまで福祉年金の支払い期は、1月、5

1の年3回でしたが、52年10月からは4月、8月、

こ更され、今後はお盆と暮れに年金が間に合うこ

1ます。また、暮れの12月支払い期だけは、希望

1月に年金を受け取れるようになりました。

　
し
か
し
、
ご
承
知
の
よ
う
に
近
年

市
内
各
地
で
森
林
組
合
に
よ
る
植
林
、

ド
刈
、
除
間
伐
、
作
業
路
開
設
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
従

来
の
皆
さ
ん
の
不
都
合
を
で
き
る
だ

け
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
今
後
、
中
核
林
業
振
興
地
域

と
し
て
優
良
林
づ
く
り
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
か
ら
一
層
の
、
こ
理
解
ご
協
力

を
お
頼
い
し
ま
す
。

火
災
の
際
の
電
話
問
合

せ
に
つ
い
て
お
願
い

　
火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
署
で

は
火
災
現
場
及
び
、
水
道
水
源
地

市
役
所
、
警
察
署
等
関
係
機
関
な

ら
び
に
消
防
団
幹
部
へ
の
連
絡
、

非
番
の
消
防
署
員
の
召
集
等
、
緊

急
に
電
話
連
絡
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
一
般
の
方
か
ら

の
問
合
せ
が
非
常
に
多
く
、
電
話

回
線
が
ふ
さ
が
る
う
え
、
手
不
足

の
た
め
必
要
な
連
絡
が
で
き
ず
、

消
火
活
動
に
も
障
害
を
生
じ
て
い

ま
す
。

　
消
火
活
動
関
係
者
、
報
道
関
係

者
以
外
の
方
の
消
防
署
へ
の
問
合

せ
は
、
で
き
る
だ
け
、
こ
遠
慮
く
だ

さ
い
。

灘
税
務
課
ぽ
、
四
つ
の
係
で
、
次
の

よ
う
に
仕
事
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

●
管
理
徴
収
係

①
市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の

徴
収
（
納
税
組
合
、
口
座
振
替
え
、

市
税
の
減
免
な
ど
を
含
む
。
）

②
軽
自
動
車
税
お
よ
び
木
材
引
取
税

の
課
税

③
納
税
ま
た
は
所
得
等
の
証
明

●
市
民
税
係

①
市
民
税
（
個
人
の
県
民
税
を
含
む
）

の
課
税

●
固
定
資
産
税
係

①
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
お
よ

び
特
別
土
地
保
育
税
の
課
税

②
固
定
資
産
の
証
明
ま
た
は
閲
覧

●
土
地
家
屋
籍
係

①
土
地
、
家
屋
台
帳
お
よ
び
地
籍
図

等
の
整
備
保
管

　
納
税
組
合
に
加
入
す
る
と
か
、
口

座
振
替
え
制
度
を
利
用
す
る
と
納
税

の
手
数
が
省
け
、
ま
た
納
期
を
忘
れ

た
り
す
る
こ
と
が
な
く
た
い
へ
ん
便

利
で
す
の
で
お
す
す
め
し
ま
す
．

　
市
税
に
つ
い
て
、
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
納
税
で
あ
の
道
あ
の
橋
あ
の
学
校
」

（
中
学
生
標
語
入
選
作
品
）

　
　
　
　
　
（
徳
永
税
務
課
長
）

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

－
受
験
案
内
1

　
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
虚
弱
、

発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を
え
な
い

事
由
の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就
学

を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
者
等
に
対

し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
試
験
で
、
認
定
試
験
に
合
格

し
た
者
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
資
格

　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る
も
の
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
．

■
現
在
、
義
務
教
育
の
猶
予
若
し
く

は
免
除
を
受
け
て
い
る
者
、
又
は
以

前
に
受
け
た
者
。

■
旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校

へ
の
就
学
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
を

受
け
た
者
．

■
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予

又
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶

予
又
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た

と
文
部
大
臣
が
認
め
た
者
。

試
験
の
科
目
と
程
度

　
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
各
教
科

に
っ
い
て
、
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
程

度
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
外
国
語
は

願
い
出
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
又
は
フ
ラ

ン
ス
語
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

試
験
の
方
法

　
筆
記
（
盲
人
の
受
験
者
は
点
字
）

の
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
の
期
日

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
一
日
囲

願
書
受
付
期
間

　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
で
申
込
み

を
と
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
希
望
の

方
は
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
市
教
委

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　市内の小中学校では、学校教育の一

環として完全給食化が進められてき、

現在では、20力校（分校を含む）で学校

給食が実施されています。

　これらの学校のうち、十日町小など

14力校については、バンによる給食で

すが、文部省の指導などに合わせ2学

期から週1回米飯給食を実施すること

になり、夏休み前の去る7月18日（月）

に、十小・川治小・西小の3ヵ校て米

飯給食の試行が行なわれました．

ド
し

知』、
　瓶幅

一玉　　　　　糟■幽瞳　　噛』　　　　　　　　　　　　　　　　ノ「　・」■■■

中学生130g・小学生高学年100g・’j学生低学年90g（パン屋さんか米飯を炊く）給食メモ／米飯の量

　
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
と
国
民
の
食
生
活
の

改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
始
め
ら
れ
、
本
市
で
は
昭
和
三
十

八
年
に
初
め
て
旧
大
井
田
小
、
川
治

小
、
鐙
島
小
の
三
ヵ
校
で
完
全
給
食

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
来
、
父
兄
の
要
望
等
と
合
わ
せ
、

完
全
給
食
化
を
進
め
て
き
、
現
在
で

は
分
校
も
含
め
て
小
中
三
十
五
ヵ
校

の
う
ち
二
十
ヵ
校
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
由
間
部
の
六
ヵ
校
（
。
ハ
ン
を
運

べ
な
い
た
め
最
初
か
ら
米
飯
給
食
）

を
除
い
た
十
四
ヵ
校
は
パ
ン
を
主
食

と
し
た
給
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
学
期
か
ら
週
一
回
の
米
飯

　
し
か
し
、
最
近
の
食
生
活
や
食
糧

事
情
の
変
化
に
伴
い
、
文
部
省
は
、

食
事
内
容
の
多
様
化
を
図
り
、
栄
養

に
配
慮
し
た
米
飯
の
正
し
い
食
事
の

十日町小5年3組の児童に

質問してみました。＜37名＞

　　　＜柳カズエ先生＞

癖ご飯とバンの給食では、どちらがいい

　ですか？

　　ご飯35名　・ノてン2名

毎
蓼
、～

～

順序よく並んで全て児童達が準備する

－’””一”一”一一噛＝””一’，一：給食当番

7月18日のメ＿ユー　・
　　　　　　　：　根津　宏くん
r吊力レーライス：井口芳行くん
　　　　　＿　　：　池田　靖くん
轟イカフフイi庭野努くん
晶塩もみキ†・ベツi　根津光昭くん
　　　　　　　：　島田佐保さん
轟牛　乳　　i滝沢佳代子さん

あ
り
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
の

見
地
か
ら
、
米
飯
を
学
校
給
食
制
度

上
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
十
日
町
市

学
校
給
食
会
で
も
米
飯
給
食
実
施
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
夏
休

み
明
け
の
二
学
期
か
ら
週
一
回
、
学

校
に
よ
り
曜
日
を
変
え
て
パ
ン
を
米

飯
に
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

癖今朝の食事がバンの人は？

　　　　　　　　8名

癖1週悶に米飯給食は、何回位がいいで

　すか？

＼　　ほとんどの人が1回　　ノ

児童の意見

い
た
だ
き
ま
ー
す
。

　
九
月
実
施
に
先
だ
ち
、
去
る
七
月

十
八
日
に
行
わ
れ
た
試
行
で
は
、
こ

れ
ま
で
赤
飯
な
ど
が
数
回
あ
っ
た
と

は
い
え
、
「
白
い
ご
飯
」
は
初
め
て
と

あ
っ
て
、
児
童
も
緊
張
ぎ
み
。

　
十
日
町
小
学
校
で
も
、
こ
の
日
は

午
前
中
の
授
業
を
早
め
に
終
え
、
給

食
当
番
を
中
心
に
手
ぎ
わ
よ
く
準
備

し
ま
し
た
が
、
肝
心
の
、
こ
飯
が
遅
れ

て
四
十
分
も
お
あ
ず
け
。

　
一
時
近
く
に
、
こ
飯
が
届
く
と
、
待

ち
か
ね
た
と
ば
か
り
に
盛
り
つ
け
、

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」
と
元
気
よ
く
試

食
の
開
始
．

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
子
ど
も

た
ち
の
大
好
物
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

あ
っ
て
か
、
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
と
フ

ォ
ー
ク
を
進
め
ま
し
た
。

庭野　努くん
　《米飯給食》すき

　《わけ》　　べんとうみたいに食べず）れ

　　　　　　るから

徳永和代さん
　《米飯給食》すき

　《わけ》　　コッペパンはキライ、コッ

　　　　　　ペパンよりましだから。

関ロ明美さん
　《米飯給食》きらい

　《才）け》　　朝と夜、米飯なんだから昼

　　　　　　ぐらいパンでもよいと思う

　　　　　　それとパンがすきだから。

庭野善広くん
　《米飯給食》すき

　《わけ》　　パンみたいにちぎらなくて

　　　　　　すむし、たべやすいから

佐藤洋子さん
　《米飯給食》すき

　《才）け》　　塩をかけて食べるとすごく

　　　　　　おいしい。それとやわらか

　　　　　　くておいしいからです。

4
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市
は
今
年
、
全
国
で
四
十
五
ヵ
所

の
一
つ
と
し
て
十
日
町
市
中
魚
沼
郡

一
円
を
、
「
中
核
林
業
振
興
地
域
」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、
将
来
地
域
全
体
の
発
展

の
中
核
的
役
割
り
を
担
う
と
見
込
ま

れ
る
林
業
地
に
お
い
て
、
山
林
所
有

者
と
関
係
業
者
及
び
森
林
組
合
そ
の

他
関
連
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
優

良
林
業
地
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
で
、

国
、
県
が
当
地
域
育
成
の
た
め
、
諸

施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
内
の
山
林

の
内
、
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
地

区
を
］
つ
の
単
位
と
し
て
、
そ
の
内

む
こ
う
五
ヵ
年
間
に
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
面
積
に
植
林
や
育
林
ま
た

は
伐
採
が
行
わ
れ
る
地
区
を
、
県
が

「
総
合
施
業
団
地
」
と
し
て
認
め
ま

す
。
な
お
「
総
合
施
業
団
地
」
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
市
内
全
体
山

林
の
内
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
地
区

を
ま
ず
、
中
心
的
に
林
業
振
興
を
は

か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
総
合
施
業
団
地
内
の
「
森

林
施
業
計
画
」
を
樹
立
す
る
た
め
に
、

森
林
組
合
で
は
関
係
山
林
所
有
者
全

員
か
ら
、
樹
立
に
つ
い
て
同
意
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
者
に
は
後
日
森
林
組
合
よ
り
お
願

年金額は9．4％アップ

勿
　
西

ケ
　
　
イ

23

い
し
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
山
林
を
所
有
し
て

い
る
方
の
、
林
業
に
つ
い
て
の
意
向

等
を
知
る
た
め
に
、
「
林
家
カ
ー
ド
」

調
査
を
近
日
中
に
市
役
所
か
ら
お
願

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
山
林
は
、
市
総
面
積
の
五

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、

杉
林
な
ど
の
人
工
林
は
わ
ず
か
二
十

瓦
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
既

に
人
工
林
と
な
っ
て
い
る
所
で
は
粗

放
な
状
態
が
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
山
林
労
働
が
過
酷
で
収
益

ま
で
に
長
期
間
か
か
る
こ
と
、
所
有

地
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
や
、
林
道

の
不
足
等
が
原
因
し
て
い
ま
し
た
。

　国民年金は、毎年改善

が行われてきましたが、

ことしも国民年金法が改

正され、7月から拠出制
の老齢、障害、母子、準

母子、遺児、寡婦などの

年金額が9．4％増額され

ました。

　これは、昭和51年度の

るためのもので、年金額

ヵ月早い7月から実施さ

　また、年金額の引上げ

年4月から2，730円にな
　この額は、昨年の法改

ていた月2，500円に、物

された額です。

　一方、福祉年金（老齢

ても、物価上昇率9．4％

　年金額の引き上げ時期

ρ）実施されますので、9

年金がさっそく受け取れ

　それかド）、これまで福

月、9月の年3回でした
12月に変更され、今後は

とになります。また、暮

すれば11月に年金を受け

、昭和51年度の物価上昇による目減りを補充す

もので、年金額の引き上げ時期も、昨年より2

7月から実施されました．

年金額の引上げに伴って、保険料額は、昭和53

ら2，730円になります。

は、昨年の法改正で昭和53年4月から予定され

2，500円に、物価スライド分の9．4％がプラス

、　　、　　ノ　Q

福祉年金（老齢や障害、母子、準母子）につい

価上昇率9．4％を上まわる改善が図られました。

奪の引き上げ時期は、昨年より2ヵ月早く8月か

1れますので、9月の支払い期には、増額された

1っそく受け取れます。

・ド）、これまで福祉年金の支払い期は、1月、5

1の年3回でしたが、52年10月からは4月、8月、

こ更され、今後はお盆と暮れに年金が間に合うこ

1ます。また、暮れの12月支払い期だけは、希望

1月に年金を受け取れるようになりました。

　
し
か
し
、
ご
承
知
の
よ
う
に
近
年

市
内
各
地
で
森
林
組
合
に
よ
る
植
林
、

ド
刈
、
除
間
伐
、
作
業
路
開
設
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
従

来
の
皆
さ
ん
の
不
都
合
を
で
き
る
だ

け
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
今
後
、
中
核
林
業
振
興
地
域

と
し
て
優
良
林
づ
く
り
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
か
ら
一
層
の
、
こ
理
解
ご
協
力

を
お
頼
い
し
ま
す
。

火
災
の
際
の
電
話
問
合

せ
に
つ
い
て
お
願
い

　
火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
署
で

は
火
災
現
場
及
び
、
水
道
水
源
地

市
役
所
、
警
察
署
等
関
係
機
関
な

ら
び
に
消
防
団
幹
部
へ
の
連
絡
、

非
番
の
消
防
署
員
の
召
集
等
、
緊

急
に
電
話
連
絡
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
一
般
の
方
か
ら

の
問
合
せ
が
非
常
に
多
く
、
電
話

回
線
が
ふ
さ
が
る
う
え
、
手
不
足

の
た
め
必
要
な
連
絡
が
で
き
ず
、

消
火
活
動
に
も
障
害
を
生
じ
て
い

ま
す
。

　
消
火
活
動
関
係
者
、
報
道
関
係

者
以
外
の
方
の
消
防
署
へ
の
問
合

せ
は
、
で
き
る
だ
け
、
こ
遠
慮
く
だ

さ
い
。

灘
税
務
課
ぽ
、
四
つ
の
係
で
、
次
の

よ
う
に
仕
事
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

●
管
理
徴
収
係

①
市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の

徴
収
（
納
税
組
合
、
口
座
振
替
え
、

市
税
の
減
免
な
ど
を
含
む
。
）

②
軽
自
動
車
税
お
よ
び
木
材
引
取
税

の
課
税

③
納
税
ま
た
は
所
得
等
の
証
明

●
市
民
税
係

①
市
民
税
（
個
人
の
県
民
税
を
含
む
）

の
課
税

●
固
定
資
産
税
係

①
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
お
よ

び
特
別
土
地
保
育
税
の
課
税

②
固
定
資
産
の
証
明
ま
た
は
閲
覧

●
土
地
家
屋
籍
係

①
土
地
、
家
屋
台
帳
お
よ
び
地
籍
図

等
の
整
備
保
管

　
納
税
組
合
に
加
入
す
る
と
か
、
口

座
振
替
え
制
度
を
利
用
す
る
と
納
税

の
手
数
が
省
け
、
ま
た
納
期
を
忘
れ

た
り
す
る
こ
と
が
な
く
た
い
へ
ん
便

利
で
す
の
で
お
す
す
め
し
ま
す
．

　
市
税
に
つ
い
て
、
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
納
税
で
あ
の
道
あ
の
橋
あ
の
学
校
」

（
中
学
生
標
語
入
選
作
品
）

　
　
　
　
　
（
徳
永
税
務
課
長
）

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

－
受
験
案
内
1

　
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
虚
弱
、

発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を
え
な
い

事
由
の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就
学

を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
者
等
に
対

し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
試
験
で
、
認
定
試
験
に
合
格

し
た
者
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
資
格

　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る
も
の
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
．

■
現
在
、
義
務
教
育
の
猶
予
若
し
く

は
免
除
を
受
け
て
い
る
者
、
又
は
以

前
に
受
け
た
者
。

■
旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校

へ
の
就
学
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
を

受
け
た
者
．

■
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予

又
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶

予
又
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た

と
文
部
大
臣
が
認
め
た
者
。

試
験
の
科
目
と
程
度

　
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
各
教
科

に
っ
い
て
、
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
程

度
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
外
国
語
は

願
い
出
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
又
は
フ
ラ

ン
ス
語
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

試
験
の
方
法

　
筆
記
（
盲
人
の
受
験
者
は
点
字
）

の
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
の
期
日

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
一
日
囲

願
書
受
付
期
間

　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
で
申
込
み

を
と
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
希
望
の

方
は
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
市
教
委

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
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不
用
品
交
換
会
を
開
催
ノ

　
消
費
者
協
会
卜
日
町
支
部
（
藤
田

つ
ね
子
会
長
）
は
、
は
じ
め
て
の
企

画
と
し
て
。
不
用
品
交
換
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
．
不
用
品
交
換
登
録
制
度
に
関
連
し

て
行
う
も
の
で
、
各
家
庭
に
ね
む
q

て
い
る
品
物
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．
、

開
催
要
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
期
日
　
九
月
四
日
㈲
午
前
十
時
～

　
午
後
三
時
ま
で
．

　
会
場
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
一

階
運
動
場
．

　
品
物
の
受
付
　
八
月
二
十
二
日
～

　
九
月
二
日
ま
で
の
毎
日
午
後
一
時

ガ
し
こ
い
消
薯
⑰

b
ガ
ラ
ス
器

　
◎
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
と

ジ　
　
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス

e
　
　
普
通
品
の
コ
ツ
フ
や

　
び
ん
は
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
で
カ
ッ
ト
し
た
鉢
や
皿

義
響
謬

⇔
し
奪
て
蕊

裟
薦
轟
恥

～
四
時
ま
で
に
青
少
年
ホ
ー
ム
ヘ

品
物
　
①
新
品
…
贈
答
用
品
（
サ

　
ト
ウ
、
カ
、
、
、
ズ
メ
、
ダ
オ
ル
、

　
セ
ト
モ
ノ
な
ど
）
②
中
古
品
…

電
気
製
品
、
育
児
用
品
、
自
転
車

ス
キ
ー
用
品
、
書
籍
な
ど
．
、
③
そ

の
他
…
自
分
の
家
で
は
使
用
し
な

い
が
、
ま
だ
十
分
使
え
る
物
。

な
お
、
詳
細
は
市
商
工
課
内
消
費

者
協
会
事
務
局
へ
（
台
㌣
、
．
．
、
＝
番
）

消費生活についての苦情
や相談にどうぞ

◎消費生活改警監視員

　市村ミツイ（伊達第4）

　　　　　　實8－2802番
◎消費生活改善推進員

　湯沢　澄（学校町2）
　　　　　　台7－3548番

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
7
月
末
日
ま
で
の
受
付
分

　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

電
子
レ
ン
ジ

シ
ャ
ー
プ
新

品

五
万
円

鉄
　
な
　
べ

直
径
4
0
㎝
位

中
古

不
　
明

乾
　
燥
　
機

プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
用
中
古

二
万
五
千
円

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

ボ
タ
ン
ホ
ー

ル
の
で
き
る

も
の
中
古

一
万
円

カ
セ
ッ
ト
ビ
ク
タ
ー
中

古

四
万
円

編
　
　
　
機

ブ
ラ
ザ
ー
オ

ー
ト
L
中
占

…
万
五
千
円
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I
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　停電のお知らせ
●8月23日（火）／午前9時～正午まで、西寺町（ノ）

一部、七軒町び）一部、加賀糸屋町び）一部。

●8月25日困／午前8時～1E午まで、四日町新
田第3び）一部、本町7r目1・2び）各一部。

●8月31日困／午前9時～1E午圭で、本町6r
目び）3Q

一寄付ありがとう
社会福祉事業へ
■村昌サンクリーン（新宮）4（1，0〔X）円　5内藤直

義（控木）1，0〔X）円●佐野京ヂ（関目町）11，5〔）0円

　　善行青少年（団体）の推せんを
　市では、職場などにおける善行、社会奉仕、人命
救助、事故防止なとび）善行が認められる青少年を選

んで一）きび）とおり顕彰することになりましたグ）て、

市民各位グ）ご推せんをお願いします。

■被表彰者の資格
　　①昭和52年8月2011現在満25才末満4）者
　　②市内に住1、一｝している個人、団体

　　③市で定めた「善行判断基準」に該当する善行
　　　等があって、他び）模範とされるもα）．

■推せん書の締切り　昭和52年8月20日

　　推せん方法等詳細は市社会福祉事務所一

　　（37－3111番）

重度障害者福祉手当の支払月が変更になりました

　昭和50年10月より重度障害者に対して、福祉予当

が給付され、現在月額5，DO〔）円を、1月、5月、9
月の各10日に支給しておりましたが、法律が改正さ
れ、昭和52年8月分よ1）、月額5，50〔）円に増額され

ました。

　また、支給月も8月、12月、4月4）各1〔）日に変更

になりましたのでお知らせし主す。
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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施
　
　
離
幣
劉
齢
智
慢
性
病
帯

　
昭
和
五
十
二
年
の
、
白
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接

種
を
左
表
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。　

該
当
者

一
期
（
三
回
接
種
）
　
昭
和
四
十
九
年

　
十
月
一
日
～
五
十
年
九
月
三
十
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
、
及
び
昨
年

　
一
期
の
未
実
施
者
と
｝
回
し
か
接

種
で
き
な
か
っ
た
者
。

二
期
（
一
回
接
種
）
　
昭
和
四
十
九
年

六
月
一
日
～
九
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
、
及
び
昨
年
二
期
の

未
実
施
者
と
一
期
で
二
回
接
種
を

終
っ
た
者
。

の
あ
る
者
、
ひ
き
つ
け
、
け
い
れ
ん
／

を
起
こ
し
や
す
い
子
、
そ
の
他
医
師
人

が
不
適
と
認
め
た
者
。

　
※
前
日
入
浴
を
さ
せ
、
当
日
は
清

潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し
ょ
う
。
体
女

　
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
か

　
ん
を
忘
れ
ず
に
。
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今
年
ぼ
・
氣
て

　
が
議
ん
』
ー
ε

地
区
名

月
　
　
日

受
付
時
間

接
種
会
場

該
当
者

十
日
町
全
区

新
座
・
大
井
田

9
月
1
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半
～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

目回1期
期

1
　
0
乙

中
条
飛
渡

午
後
1
時
半
～
2
時

中
条
地
区
公
民
館

水
沢
全
区

9
月
2
日

（
金
）

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

川
治
・
八
箇

六
箇
全
区

午
後
－
時
半
～
2
時
半

川
治
地
区
公
民
館

下
条
全
区

9
月
5
日

（
月
）

午
後
1
時
半
～
2
時

下
条
出
張
所

吉
田
全
区

午
後
－
時
半
～
2
時

吉
田
出
張
所

■市勢／人ロ…50，416人（男24，645人・女25，771人）／世帯数…11，950／面積…211．44k㎡（7月1日現在）

紹和52年9月10日発行
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…
と
じ
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奪
茅

ジ
響

」

特に人気のあった「せとものコーナー」

：
O

※初の不用品交換会を開催

　あなたの家の片すみで眠ってい
るまだまだ使用できる品物があっ
たら出し合ってみませんか　　。

　去る9月4日、消費者協会十日
町支部では初の不用品交換会を開
催。

　会場となった勤労青少年ホーム
には、バイクや三輪車、日用品、

衣類など多種多様な品物が集まり
午前中にはほとんど売り切れると
いう盛況てした。

驚
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　　口251号口


